
村村
上上
春春
樹樹
『『
世世
界界
のの
終終
りり
とと
ハハ
ーー
ドド
ボボ
イイ
ルル
ドド
・・
ワワ
ンン
ダダ
ーー
ララ
ンン
ドド
』』
論論  

――

再再
生生
すす
るる
「「
私私
」」――

  

荒荒
見見  

一一
成成  

  

はは
じじ
めめ
にに  

 
 

村
上
春
樹
は
、
一
九
七
九
年
『
風
の
歌
を
聴
け
』
で
群
像
新
人

文
学
賞
を
受
賞
し
、
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
こ
の
作
品

は
、「
六
〇
年
代
末
期
の
政
治
的
な
高
揚
期
に
青
春
を
過
し
た
人

間
が
、
七
〇
年
代
に
入
っ
て
時
代
の
変
化
と
と
も
に
自
身
の
青
春

を
振
り
返
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
」小
説
で
あ
る

一
。六
〇
年
代

末
期
と
い
う
と
、
作
者
で
あ
る
村
上
自
身
に
と
っ
て
も
大
学
生
活

を
過
ご
し
た
時
代
で
あ
り
、「
六
〇
年
代
末
期
の
政
治
的
な
高
揚

期
に
青
春
を
過
し
た
人
間
」
と
は
村
上
自
身
で
も
あ
る
。 

 

六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
と
は
村
上
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
代

で
あ
っ
た
の
か
。
彼
曰
く
、
六
〇
年
代
と
は
「
高
度
成
長
と
そ
れ

に
伴
う
「
戦
後
体
制
」
の
崩
壊
」
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
地
下
マ

グ
マ
の
よ
う
な
情
念
が「「
全
共
闘
」と
い
う
形
を
取
っ
て
噴
出
し

た
」
時
代
で
あ
り
、
続
く
七
〇
年
代
は
そ
の
「
残
務
整
理
」、
あ
る

い
は
「
な
ぎ
の
よ
う
な
」
時
代
で
あ
っ
た

二
。 

 

そ
の
意
味
で
、
七
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
を
振
り
返
る
『
風
の 

 

歌
を
聴
け
』
は
、
い
わ
ば
〈
終
わ
り
〉
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。

長
編
第
一
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
に
続
く
、
長
編
第
二
作
『
１
９

７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』、
長
編
第
三
作
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
も

同
じ
く
、
終
わ
っ
た
青
春
時
代(

六
〇
年
代)

を
振
り
返
っ
て
書
か

れ
る
。(

「
鼠
」
と
い
う
人
物
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
れ

ら
の
三
作
品
は
「
鼠
三
部
作
」
と
呼
ば
れ
る
。）「
鼠
」
は
六
〇
年

代
を
象
徴
す
る
人
物
で
あ
り
、第
一
作『
風
の
歌
を
聴
け
』で「
僕

(

主
人
公)

」
は
「
鼠
」
と
別
れ
、
第
三
作
で
「
鼠
」
は
死
ぬ
。
ま
さ

に
〈
終
わ
り
〉
の
物
語
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

本
論
で
論
じ
る
の
は
、『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
に
続
く
、
長
編
第

四
作
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』

で
あ
る

三
。一
九
八
五
年
に
世
に
出
た
こ
の
小
説
が
描
く
の
は
、も

は
や「
な
ぎ
の
よ
う
な
」〈
終
わ
り
〉の
時
代
で
は
な
い
。情
報
化
・

高
度
資
本
主
義
社
会
に
象
徴
さ
れ
る
新
た
な
時
代
、
八
〇
年
代
で

あ
る
。
こ
の
新
し
い
時
代
を
、
村
上
春
樹
と
い
う
作
家
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
お
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
を
明

ら
か
に
す
る
の
が
本
論
の
主
旨
で
あ
る
。 

頁―

一
六
五
頁
、
至
文
堂
、
一
九
八
二
年
四
月) 

三
関
井
光
男
「
梶
井
基
次
郎―

電
燈
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」(

『
国

文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
三
三
巻
十
四
号
』
四
八
頁―

五
四

頁
、
學
燈
社
、
一
九
八
八
年
十
二
月) 

四
河
原
敬
子
「
美
的
空
間
と
し
て
の
「
檸
檬
」」(

『
叙
説 

第
三
八

号
』
一
八
六
頁―

二
〇
一
頁
、
二
〇
一
一
年
三
月) 

五
八
木
澤
宗
弘
「
梶
井
基
次
郎
と
キ
ュ
ビ
ズ
ム―

『
檸
檬
』
論―

」

(

『
近
代
文
学
研
究
と
資
料
．
第
二
次 

第
九
号
』
一
五
三
頁―

一

七
三
頁
、
二
〇
一
五
年
三
月) 

六
近
藤
の
り「
梶
井
基
次
郎「
檸
檬
」に
み
る
近
代
と
前
近
代
」(『
日

本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

第
二
三
号
』
一
七
頁―

二
六
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月) 

七
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
香
織
「
梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
に
お
け
る
西
洋

モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
の
眼
差
し : 

憂
鬱
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
そ
し
て
「
私
」

の
描
き
方
」(

『
文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

第
一
九
号
』

十
九
頁―

三
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
二
月) 

八
注
２
参
照 

九
中
谷
孝
雄
『
梶
井
基
次
郎
』(

筑
摩
叢
書
、
一
九
六
九
年) 

十
諸
川
春
樹
監
修『【
カ
ラ
ー
版
】西
洋
絵
画
史W

H
O

’S W
H

O

』

(

美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年) 

十
一

注
九
参
照 

十
二

注
十
参
照 
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と
が
で
き
る
こ
と
が
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
お
い
て
「
僕
」
に
よ
っ

て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。「
僕
」
は
こ
の
場
所
で
、
自
分
自
身
の
記
憶

と
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
を
取
り
戻
す
こ
と
を
選
ん
だ
の
で

あ
る
。 

 

物
語
の
終
盤
に
お
い
て
、「
世
界
の
終
り
」
と
は
、「
ハ
ー
ド
ボ

イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
お
け
る
「
私
」
の
第
三
回
路
で

あ
る
、
つ
ま
り
「
私
」
の
内
的
世
界
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
が
博

士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
柴
田
勝
二
は
こ
の
事
実
に
着
目

し
、「
世
界
の
終
り
」
と
は
「「
私
」
の
内
に
は
ら
ま
れ
た
、
自
己

と
世
界
の
関
係
性
に
対
す
る
潜
在
的
な
認
識
の
イ
メ
ー
ジ
化
で

あ
り
、彼
が
先
端
的
な
職
業
に
就
い
て
活
動
し
な
が
ら
、「
街
に
は

自
我
も
な
く
、
エ
ゴ
も
な
い
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
自
己
喪
失
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」と
述
べ
る

四
。す
な
わ
ち
、

八
〇
年
代
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
よ
う
な

情
報
化
・
高
度
資
本
主
義
社
会
を
前
に
し
て
、人
間
の
自
己
は「
自

我
も
な
く
、
エ
ゴ
も
な
い
」
空
虚
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
し
か
浮
か

び
上
が
っ
て
は
こ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
八
〇

年
代
の
空
気
感
は
、
六
〇
年
代
と
も
七
〇
年
代
と
も
明
確
に
異
な

っ
て
い
る
。
六
〇
年
代
が
高
度
成
長
、
戦
後
体
制
の
崩
壊
、
全
共

闘
に
象
徴
さ
れ
る
情
念
の
時
代
、
七
〇
年
代
が
そ
う
し
た
情
念
の

〈
終
わ
り
〉
の
時
代
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
続
く
八
〇
年

代
と
は
、
柴
田
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
借
り
れ
ば
、
ま
さ
に
〈
終
わ

り
の
後
〉の
時
代
な
の
で
あ
る
。『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
ど
こ
に
も
、
も
う
六
〇
年
代
の
面
影

は
残
っ
て
い
な
い
。加
藤
典
洋
は
、「
わ
た
し
達
と
世
界
の
関
係
が

対
抗
的
、
抑
圧
的
な
も
の
で
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
わ
た
し
達
の

世
界
理
解
に
大
枠
を
提
供
し
て
き
た
「
大
思
想
」
が
説
得
力
を
失

い
、
ま
た
、
そ
れ
に
つ
れ
、
現
実
の
生
活
か
ら
変
革
の
手
が
か
り

が
姿
を
消
し
、」「
い
ま
は
、
自
分
と
世
界
の
間
の
つ
な
が
り
が
う

ま
く
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
わ
た
し
達
に
閉
塞
感
を
与
え
る
そ

の
〝
原
因
〟
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
六
〇
年
代
以
前
が
「
世
界

に
よ
る
閉
塞
」
の
時
代
と
す
る
な
ら
ば
、
八
〇
年
代
は
「
自
分
に

よ
る
閉
塞
」
の
時
代
だ
と
し
た

五
。 

 

さ
て
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が
上
記
の
よ

う
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
の
写
し
絵
で
あ
り
、「
世
界
の
終
り
」が

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
対
す
る
「
私
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
具
現
化
で

あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
物
語
の
結
末
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

合
い
を
持
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。現
実
世
界
の「
私
」は
死
に
、

精
神
世
界
の
「
僕
」
は
、「
影
」
の
誘
い
を
断
り
、
街
か
ら
の
脱
出

で
は
な
く
、「
森
」
へ
行
く
こ
と
を
選
ん
だ
。
こ
の
結
末
に
つ
い
て

は
、
否
定
的
に
捉
え
る
か
、
肯
定
的
に
捉
え
る
か
で
解
釈
が
二
分

し
て
い
る
。 

 
 

黒
古
一
夫
は
、「「
私
」
も
「
僕
」
も
敢
然
と
外
部
の
敵
と
闘
う

の
で
は
な
く
、
意
識
下
の
世
界
に
安
住
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
し

ま
っ
て
い
る
」
こ
の
結
末
は
、「「
平
和
」
で
「
豊
か
な
」
時
代
を

生
き
る
村
上
春
樹
の
〈
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
＝
絶
望
〉
へ
の
親
和
を
丸
ご

 
一一
、、
作作
品品
にに
つつ
いい
てて
・・
先先
行行
研研
究究  

 
 

本
作
は
、タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に「
世
界
の
終
り
」と「
ハ

ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
二
つ
の
物
語
が
交

互
に
挿
入
さ
れ
る(
奇
数
章
が
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」、
偶
数
章
が
「
世
界
の
終
り
」)

と
い
う
形
式
で
展
開
さ
れ

る
。「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
舞
台
は
、
情
報

化
が
進
み
、「
組
織
」
と
「
工
場
」
と
い
う
二
つ
の
企
業
が
過
激
な

情
報
戦
争
を
繰
り
広
げ
る
近
未
来
の
東
京
で
あ
る
。 

主
人
公
で
あ
る
「
私
」
は
、「
組
織
」
側
の
末
端
に
属
す
「
計
算

士
」
と
い
う
職
業
に
就
き
、「
洗
い
だ
し
」
や
「
シ
ャ
フ
リ
ン
グ
」

と
い
う
職
業
上
の
専
門
技
能
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
機
密
情
報
を

「
工
場
」
か
ら
保
護
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
対
し
、「
世
界
の

終
り
」
の
舞
台
は
中
世
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
想
起
さ
せ
る
牧
歌
的
な

風
景
を
も
つ
街
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
街
は
、
完
全
性
を
象
徴
す

る
よ
う
な
高
く
大
き
な
壁
に
全
方
位
を
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
世

界
で
は
人
々
は
み
な
記
憶
と
心
の
母
胎
た
る
「
影
」
を
失
っ
て
お

り
、
感
情
も
争
い
も
財
産
も
死
す
ら
存
在
し
な
い
、
時
間
の
止
ま

っ
た
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
壁
の
外
部
か
ら
街
に
や
っ

て
き
た
主
人
公「
僕
」は
、「
影
」を
切
り
離
す
こ
と
で
街
に
入
り
、

「
夢
読
み
」と
し
て
街
に
お
け
る
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、「
影
」

と
と
も
に
街
の
正
体
を
探
っ
て
い
く
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
辿
る
結
末
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
の
脳
に

は
、「
博
士
」
の
手
に
よ
っ
て
第
二
・
第
三
の
思
考
回
路
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
第
二
の
回
路
は
、「
私
」
の
「
意
識
の
核
」
で

あ
り
、
第
三
の
回
路
は
、
そ
の
「
意
識
の
核
」
を
博
士
が
ビ
ジ
ュ

ア
ラ
イ
ズ
し
編
集
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
回
路
に
は
自

動
閉
鎖
機
能
が
な
く
、
放
っ
て
お
け
ば
第
二
の
回
路
も
第
一
の
回

路
も
焼
き
切
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
極
め
て
危
険
な
も
の
だ
が
、

博
士
が
「
組
織
」
と
「
工
場
」
間
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る

う
ち
に
、
博
士
の
手
に
よ
っ
て
も
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。か
く
し
て「
私
」の
第
一
・
第
二
回
路
は
消
失
し
、

第
三
回
路
の
な
か
に
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
死
を
意
味
す
る
。 

「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、「
僕
」
は
「
夢
読
み
」
と
し
て
、

図
書
館
司
書
の
女
性
の
介
助
を
受
け
な
が
ら
、「
古
い
夢
」を
読
み

す
す
め
て
い
く
。「
僕
」は
次
第
に
こ
の
女
性
に
惹
か
れ
て
い
く
の

だ
が
、
街
の
住
人
で
あ
る
彼
女
は
心
を
持
た
ず
、「
僕
」
は
彼
女
の

心
を
取
り
戻
そ
う
と
奔
走
す
る
。そ
れ
と
並
行
し
て
、「
影
」は「
僕
」

に
壁
の
外
へ
出
よ
う
と
持
ち
か
け
る
。
最
終
的
に
、「
僕
」
が
選
ん

だ
の
は
、壁
の
外
に
出
る
の
で
も
街
に
残
る
の
で
も
な
い
、「
森
」

と
い
う
第
三
の
場
所
へ
と
向
か
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
森
」
と
は

「
有
効
に
影
を
殺
し
き
れ
な
か
っ
た
人
々
が
住
ん
で
い
る(32)

」

場
所
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
失
わ
れ
た
心
や
記
憶
を
取
り
戻
す
こ
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と
が
で
き
る
こ
と
が
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
お
い
て
「
僕
」
に
よ
っ

て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。「
僕
」
は
こ
の
場
所
で
、
自
分
自
身
の
記
憶

と
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
を
取
り
戻
す
こ
と
を
選
ん
だ
の
で

あ
る
。 

 

物
語
の
終
盤
に
お
い
て
、「
世
界
の
終
り
」
と
は
、「
ハ
ー
ド
ボ

イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
お
け
る
「
私
」
の
第
三
回
路
で

あ
る
、
つ
ま
り
「
私
」
の
内
的
世
界
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
が
博

士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
柴
田
勝
二
は
こ
の
事
実
に
着
目

し
、「
世
界
の
終
り
」
と
は
「「
私
」
の
内
に
は
ら
ま
れ
た
、
自
己

と
世
界
の
関
係
性
に
対
す
る
潜
在
的
な
認
識
の
イ
メ
ー
ジ
化
で

あ
り
、彼
が
先
端
的
な
職
業
に
就
い
て
活
動
し
な
が
ら
、「
街
に
は

自
我
も
な
く
、
エ
ゴ
も
な
い
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
自
己
喪
失
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」と
述
べ
る

四
。す
な
わ
ち
、

八
〇
年
代
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
よ
う
な

情
報
化
・
高
度
資
本
主
義
社
会
を
前
に
し
て
、人
間
の
自
己
は「
自

我
も
な
く
、
エ
ゴ
も
な
い
」
空
虚
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
し
か
浮
か

び
上
が
っ
て
は
こ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
八
〇

年
代
の
空
気
感
は
、
六
〇
年
代
と
も
七
〇
年
代
と
も
明
確
に
異
な

っ
て
い
る
。
六
〇
年
代
が
高
度
成
長
、
戦
後
体
制
の
崩
壊
、
全
共

闘
に
象
徴
さ
れ
る
情
念
の
時
代
、
七
〇
年
代
が
そ
う
し
た
情
念
の

〈
終
わ
り
〉
の
時
代
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
続
く
八
〇
年

代
と
は
、
柴
田
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
借
り
れ
ば
、
ま
さ
に
〈
終
わ

り
の
後
〉の
時
代
な
の
で
あ
る
。『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
ど
こ
に
も
、
も
う
六
〇
年
代
の
面
影

は
残
っ
て
い
な
い
。加
藤
典
洋
は
、「
わ
た
し
達
と
世
界
の
関
係
が

対
抗
的
、
抑
圧
的
な
も
の
で
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
わ
た
し
達
の

世
界
理
解
に
大
枠
を
提
供
し
て
き
た
「
大
思
想
」
が
説
得
力
を
失

い
、
ま
た
、
そ
れ
に
つ
れ
、
現
実
の
生
活
か
ら
変
革
の
手
が
か
り

が
姿
を
消
し
、」「
い
ま
は
、
自
分
と
世
界
の
間
の
つ
な
が
り
が
う

ま
く
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
わ
た
し
達
に
閉
塞
感
を
与
え
る
そ

の
〝
原
因
〟
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
六
〇
年
代
以
前
が
「
世
界

に
よ
る
閉
塞
」
の
時
代
と
す
る
な
ら
ば
、
八
〇
年
代
は
「
自
分
に

よ
る
閉
塞
」
の
時
代
だ
と
し
た

五
。 

 

さ
て
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が
上
記
の
よ

う
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
の
写
し
絵
で
あ
り
、「
世
界
の
終
り
」が

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
対
す
る
「
私
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
具
現
化
で

あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
物
語
の
結
末
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

合
い
を
持
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。現
実
世
界
の「
私
」は
死
に
、

精
神
世
界
の
「
僕
」
は
、「
影
」
の
誘
い
を
断
り
、
街
か
ら
の
脱
出

で
は
な
く
、「
森
」
へ
行
く
こ
と
を
選
ん
だ
。
こ
の
結
末
に
つ
い
て

は
、
否
定
的
に
捉
え
る
か
、
肯
定
的
に
捉
え
る
か
で
解
釈
が
二
分

し
て
い
る
。 

 
 

黒
古
一
夫
は
、「「
私
」
も
「
僕
」
も
敢
然
と
外
部
の
敵
と
闘
う

の
で
は
な
く
、
意
識
下
の
世
界
に
安
住
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
し

ま
っ
て
い
る
」
こ
の
結
末
は
、「「
平
和
」
で
「
豊
か
な
」
時
代
を

生
き
る
村
上
春
樹
の
〈
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
＝
絶
望
〉
へ
の
親
和
を
丸
ご

 

一一
、、
作作
品品
にに
つつ
いい
てて
・・
先先
行行
研研
究究  

 
 

本
作
は
、タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に「
世
界
の
終
り
」と「
ハ

ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
二
つ
の
物
語
が
交

互
に
挿
入
さ
れ
る(

奇
数
章
が
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」、
偶
数
章
が
「
世
界
の
終
り
」)

と
い
う
形
式
で
展
開
さ
れ

る
。「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
舞
台
は
、
情
報

化
が
進
み
、「
組
織
」
と
「
工
場
」
と
い
う
二
つ
の
企
業
が
過
激
な

情
報
戦
争
を
繰
り
広
げ
る
近
未
来
の
東
京
で
あ
る
。 

主
人
公
で
あ
る
「
私
」
は
、「
組
織
」
側
の
末
端
に
属
す
「
計
算

士
」
と
い
う
職
業
に
就
き
、「
洗
い
だ
し
」
や
「
シ
ャ
フ
リ
ン
グ
」

と
い
う
職
業
上
の
専
門
技
能
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
機
密
情
報
を

「
工
場
」
か
ら
保
護
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
対
し
、「
世
界
の

終
り
」
の
舞
台
は
中
世
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
想
起
さ
せ
る
牧
歌
的
な

風
景
を
も
つ
街
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
街
は
、
完
全
性
を
象
徴
す

る
よ
う
な
高
く
大
き
な
壁
に
全
方
位
を
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
世

界
で
は
人
々
は
み
な
記
憶
と
心
の
母
胎
た
る
「
影
」
を
失
っ
て
お

り
、
感
情
も
争
い
も
財
産
も
死
す
ら
存
在
し
な
い
、
時
間
の
止
ま

っ
た
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
壁
の
外
部
か
ら
街
に
や
っ

て
き
た
主
人
公「
僕
」は
、「
影
」を
切
り
離
す
こ
と
で
街
に
入
り
、

「
夢
読
み
」と
し
て
街
に
お
け
る
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、「
影
」

と
と
も
に
街
の
正
体
を
探
っ
て
い
く
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
辿
る
結
末
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
の
脳
に

は
、「
博
士
」
の
手
に
よ
っ
て
第
二
・
第
三
の
思
考
回
路
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
第
二
の
回
路
は
、「
私
」
の
「
意
識
の
核
」
で

あ
り
、
第
三
の
回
路
は
、
そ
の
「
意
識
の
核
」
を
博
士
が
ビ
ジ
ュ

ア
ラ
イ
ズ
し
編
集
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
回
路
に
は
自

動
閉
鎖
機
能
が
な
く
、
放
っ
て
お
け
ば
第
二
の
回
路
も
第
一
の
回

路
も
焼
き
切
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
極
め
て
危
険
な
も
の
だ
が
、

博
士
が
「
組
織
」
と
「
工
場
」
間
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る

う
ち
に
、
博
士
の
手
に
よ
っ
て
も
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。か
く
し
て「
私
」の
第
一
・
第
二
回
路
は
消
失
し
、

第
三
回
路
の
な
か
に
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
死
を
意
味
す
る
。 

「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、「
僕
」
は
「
夢
読
み
」
と
し
て
、

図
書
館
司
書
の
女
性
の
介
助
を
受
け
な
が
ら
、「
古
い
夢
」を
読
み

す
す
め
て
い
く
。「
僕
」は
次
第
に
こ
の
女
性
に
惹
か
れ
て
い
く
の

だ
が
、
街
の
住
人
で
あ
る
彼
女
は
心
を
持
た
ず
、「
僕
」
は
彼
女
の

心
を
取
り
戻
そ
う
と
奔
走
す
る
。そ
れ
と
並
行
し
て
、「
影
」は「
僕
」

に
壁
の
外
へ
出
よ
う
と
持
ち
か
け
る
。
最
終
的
に
、「
僕
」
が
選
ん

だ
の
は
、壁
の
外
に
出
る
の
で
も
街
に
残
る
の
で
も
な
い
、「
森
」

と
い
う
第
三
の
場
所
へ
と
向
か
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
森
」
と
は

「
有
効
に
影
を
殺
し
き
れ
な
か
っ
た
人
々
が
住
ん
で
い
る(32)

」

場
所
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
失
わ
れ
た
心
や
記
憶
を
取
り
戻
す
こ
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に
つ
い
て
尋
ね
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

「
そ
の
へ
ん
の
女
の
子
に
声
を
か
け
て
寝
る
の
？
」 

「
そ
う
い
う
こ
と
も
た
ま
に
は
あ
る
」 

「
そ
れ
と
も
お
金
で
女
の
子
を
買
う
の
？
」 

「
そ
れ
も
あ
る
」(5) 

 

社
会
的
関
係
の
狭
小
さ
に
反
し
て
、「
私
」は
非
常
に
広
い
女
性

と
の
間
に
肉
体
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
肉
体
の
関
係
で
あ
っ
て
、
心
の
関
係
で
は
な

い
。
実
際
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
、
女
性
と
の
肉
体
関

係
を
も
つ
こ
と
は
社
会
的
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
よ
り
も
容
易

い
。
半
田
淳
子
は
、
同
じ
く
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
を
描
い
た
村
上

春
樹
の
『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
に
お
け
る
買
春
描
写
に

着
目
し
、「
電
話
一
本
で
、品
物
の
よ
う
に
女
た
ち
が
運
ば
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
そ
れ
は
性
の
商
品
化
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス

に
似
て
い
る
。」と
述
べ
て
い
る

一
二

。「
私
」が
接
し
て
い
る
の
は
、

も
は
や
人
間
と
し
て
の
女
性
で
は
な
く
、
宅
配
さ
れ
る
商
品
と
し

て
の
女
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、
人
間
と
し
て

の
女
性
と
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
の
困
難
さ
が
、「
私
」の
生
活
か
ら

は
垣
間
見
え
る
。 

女
性
と
の
間
に
、
心
の
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
社
会
を
生
き
る
「
私
」
が
抱
え
る
こ
の
問
題
は
、「
私
」
の
内

的
世
界
で
あ
る
「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、〈
心
を
も
た
な
い
女

性
〉
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
、「
僕
」
の
夢
読
み

の
手
助
け
を
す
る
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
こ
と
を
指
す
。
次
に

引
用
す
る
の
は
、「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、「
僕
」
と
同
居
人

の
「
大
佐
」
が
、
図
書
館
司
書
の
女
性
に
つ
い
て
言
葉
を
交
わ
す

シ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

「
し
か
し
君
に
は
彼
女
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
」 

「
手
に
入
れ
る
？
」
と
僕
は
訊
い
た
。 

「
そ
う
だ
。
君
は
彼
女
と
寝
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
街
で
君
は
君
の
望
む
も
の
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」 

「
し
か
し
そ
こ
に
は
心
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
の
で

す
ね
？
」 

「
心
は
な
い
」
と
老
人
は
言
っ
た
。(16) 

  

特
に
、「
寝
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
箇
所
が
象
徴
的
だ
。
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
、「
私
」
は
様
々
な
女
性
と
「
寝
る
こ

と
も
で
き
る
」が
、「
そ
こ
に
は
心
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
」。

し
か
し
、「
世
界
の
終
り
」
の
「
僕
」
は
、
心
と
い
う
も
の
が
存
在

し
な
い
状
態
の
図
書
館
司
書
の
女
性
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
拒

否
し
、
彼
女
の
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
街
を
奔
走
す
る
。
現
実
世

界
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
お
い
て
、
心
と

と
う
つ
し
だ
す
」
も
の
で
あ
る
、
と
否
定
的
に
捉
え
て
い
る

六
。
こ

れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
否
定
派
の
意
見
は
、
本
作
の
結
末
を
自
閉

や
頽
廃
と
結
び
付
け
る
も
の
が
多
い
。 

対
し
て
、
肯
定
派
の
解
釈
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
加
藤
典

洋
は
「
影
」
の
言
う
「
こ
の
世
界
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
「
正

し
い
論
理
」
が
「
い
ま
で
は
わ
た
し
達
の
生
き
る
足
場
に
な
り
得

な
い
」た
め
に
、「
影
」と
別
れ
、町
に
残
る
こ
と
を
決
め
た「
僕
」

の
選
択
は
必
ず
し
も
逃
避
や
後
退
で
は
な
い
と
す
る

七
。
竹
田
青

嗣
は「〈
自
己
〉の
壁
の
中
で「
心
」を
と
り
戻
そ
う
と
す
る「
僕
」

は
、
自
分
と
他
人
の
「
心
を
揺
ら
せ
る
よ
う
な
何
か
」
を
焼
き
尽

す
か
も
し
れ
な
い
自
分
自
身
の
根
深
い
〈
世
界
〉
イ
メ
ー
ジ
に
抗

お
う
と
す
る
、
作
家
の
ひ
ど
く
困
難
な
意
志
の
か
た
ち
」
な
の
だ

と
述
べ
る

八
。
同
様
に
、「「
僕
」
が
「
街
」
に
戻
る
の
で
は
な
く
、

「
森
」
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択
す
る
の
は
、
情
報
社
会
で
生
き
延

び
る
た
め
に
「
心
」
を
な
く
す
こ
と
へ
の
抵
抗
」
と
述
べ
る
柴
田

勝
二
も
、
本
作
の
結
末
を
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
対
す
る
村
上

春
樹
の
問
題
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
捉
え
る

九
。ま
た
、加
茂
い
づ
み
、

樋
口
智
子
の
二
人
は
、「
影
」
と
の
別
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
た

だ
の
別
離
で
は
な
く
、「
和
解
」

十
あ
る
い
は
「
主
張
を
ぶ
つ
け
合

っ
た
上
で
の
別
れ
」一

一
と
述
べ
、「
影
」と
の
別
れ
は
心
を
捨
て
る

行
為(

＝
自
閉
・
頽
廃)

で
あ
る
と
す
る
否
定
派
の
主
張
を
回
避
し

て
い
る
。 

 

本
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
肯
定
派
の
解
釈
に
付
け
加
え
る
形
で
、

あ
る
い
は
新
し
い
切
り
口
で
、
本
作
の
結
末
を
よ
り
肯
定
的
に
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
そ
の
余
地
を
探
る
も
の
で
あ
る
。 

 

二二
、、
ポポ
スス
トト
モモ
ダダ
ンン
社社
会会
にに
おお
けけ
るる  

他他
者者
とと
のの
心心
のの
つつ
なな
がが
りり  

 

「
郵
便
受
け
に
は
郵
便
物
は
ひ
と
つ
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

留
守
番
電
話
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
誰
も
私

に
用
事
が
な
い
み
た
い
だ
っ
た
。
結
構
。
私
も
誰
に
も
用
事
は
な

い
の
だ
。(7)

」
と
い
う
独
白
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
社
会
の
象
徴
た
る
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
」
の
「
私
」
は
、
内
向
的
な
性
向
を
も
ち
、
閉
塞
的
な
人
間
関

係
の
中
に
生
き
る
人
物
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
初
期
の
村
上
作

品
に
多
く
見
ら
れ
る
「
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
型
の
主
人
公
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
本
編
に
お
い
て
、「
私
」
の
人
間
関
係
の
輪
の
中
に

い
る
の
は
、「
組
織
」
の
人
間
、
仕
事
の
依
頼
主
に
あ
た
る
博
士
、

博
士
の
孫
娘
、
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
の
、
主
に
四
人

で
あ
る
。「
組
織
」
の
人
間
と
博
士
と
の
関
係
は
、「
計
算
士
」
と

し
て
の
業
務
上
の
事
務
的
な
関
係
に
過
ぎ
な
い
。と
な
れ
ば
、「
私
」

が
私
的
な
関
係
を
持
つ
の
は
、
博
士
の
孫
娘
と
、
図
書
館
の
リ
フ

ァ
レ
ン
ス
の
女
性
の
、
た
っ
た
二
人
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
る
。 

一
方
で
、「
僕
」
の
人
間
関
係
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
側
面
が

あ
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
博
士
の
孫
娘
が
「
僕
」
の
性
生
活
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に
つ
い
て
尋
ね
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。 

 
「
そ
の
へ
ん
の
女
の
子
に
声
を
か
け
て
寝
る
の
？
」 

「
そ
う
い
う
こ
と
も
た
ま
に
は
あ
る
」 

「
そ
れ
と
も
お
金
で
女
の
子
を
買
う
の
？
」 

「
そ
れ
も
あ
る
」(5) 

 

社
会
的
関
係
の
狭
小
さ
に
反
し
て
、「
私
」は
非
常
に
広
い
女
性

と
の
間
に
肉
体
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
肉
体
の
関
係
で
あ
っ
て
、
心
の
関
係
で
は
な

い
。
実
際
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
、
女
性
と
の
肉
体
関

係
を
も
つ
こ
と
は
社
会
的
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
よ
り
も
容
易

い
。
半
田
淳
子
は
、
同
じ
く
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
を
描
い
た
村
上

春
樹
の
『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
に
お
け
る
買
春
描
写
に

着
目
し
、「
電
話
一
本
で
、品
物
の
よ
う
に
女
た
ち
が
運
ば
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
そ
れ
は
性
の
商
品
化
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス

に
似
て
い
る
。」と
述
べ
て
い
る

一
二

。「
私
」が
接
し
て
い
る
の
は
、

も
は
や
人
間
と
し
て
の
女
性
で
は
な
く
、
宅
配
さ
れ
る
商
品
と
し

て
の
女
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、
人
間
と
し
て

の
女
性
と
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
の
困
難
さ
が
、「
私
」の
生
活
か
ら

は
垣
間
見
え
る
。 

女
性
と
の
間
に
、
心
の
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
社
会
を
生
き
る
「
私
」
が
抱
え
る
こ
の
問
題
は
、「
私
」
の
内

的
世
界
で
あ
る
「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、〈
心
を
も
た
な
い
女

性
〉
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
、「
僕
」
の
夢
読
み

の
手
助
け
を
す
る
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
こ
と
を
指
す
。
次
に

引
用
す
る
の
は
、「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、「
僕
」
と
同
居
人

の
「
大
佐
」
が
、
図
書
館
司
書
の
女
性
に
つ
い
て
言
葉
を
交
わ
す

シ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

「
し
か
し
君
に
は
彼
女
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
」 

「
手
に
入
れ
る
？
」
と
僕
は
訊
い
た
。 

「
そ
う
だ
。
君
は
彼
女
と
寝
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
街
で
君
は
君
の
望
む
も
の
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」 

「
し
か
し
そ
こ
に
は
心
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
の
で

す
ね
？
」 

「
心
は
な
い
」
と
老
人
は
言
っ
た
。(16) 

  

特
に
、「
寝
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
箇
所
が
象
徴
的
だ
。
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
、「
私
」
は
様
々
な
女
性
と
「
寝
る
こ

と
も
で
き
る
」が
、「
そ
こ
に
は
心
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
」。

し
か
し
、「
世
界
の
終
り
」
の
「
僕
」
は
、
心
と
い
う
も
の
が
存
在

し
な
い
状
態
の
図
書
館
司
書
の
女
性
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
拒

否
し
、
彼
女
の
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
街
を
奔
走
す
る
。
現
実
世

界
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
お
い
て
、
心
と

と
う
つ
し
だ
す
」
も
の
で
あ
る
、
と
否
定
的
に
捉
え
て
い
る

六
。
こ

れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
否
定
派
の
意
見
は
、
本
作
の
結
末
を
自
閉

や
頽
廃
と
結
び
付
け
る
も
の
が
多
い
。 

対
し
て
、
肯
定
派
の
解
釈
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
加
藤
典

洋
は
「
影
」
の
言
う
「
こ
の
世
界
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
「
正

し
い
論
理
」
が
「
い
ま
で
は
わ
た
し
達
の
生
き
る
足
場
に
な
り
得

な
い
」た
め
に
、「
影
」と
別
れ
、町
に
残
る
こ
と
を
決
め
た「
僕
」

の
選
択
は
必
ず
し
も
逃
避
や
後
退
で
は
な
い
と
す
る

七
。
竹
田
青

嗣
は「〈
自
己
〉の
壁
の
中
で「
心
」を
と
り
戻
そ
う
と
す
る「
僕
」

は
、
自
分
と
他
人
の
「
心
を
揺
ら
せ
る
よ
う
な
何
か
」
を
焼
き
尽

す
か
も
し
れ
な
い
自
分
自
身
の
根
深
い
〈
世
界
〉
イ
メ
ー
ジ
に
抗

お
う
と
す
る
、
作
家
の
ひ
ど
く
困
難
な
意
志
の
か
た
ち
」
な
の
だ

と
述
べ
る

八
。
同
様
に
、「「
僕
」
が
「
街
」
に
戻
る
の
で
は
な
く
、

「
森
」
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択
す
る
の
は
、
情
報
社
会
で
生
き
延

び
る
た
め
に
「
心
」
を
な
く
す
こ
と
へ
の
抵
抗
」
と
述
べ
る
柴
田

勝
二
も
、
本
作
の
結
末
を
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
対
す
る
村
上

春
樹
の
問
題
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
捉
え
る

九
。ま
た
、加
茂
い
づ
み
、

樋
口
智
子
の
二
人
は
、「
影
」
と
の
別
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
た

だ
の
別
離
で
は
な
く
、「
和
解
」

十
あ
る
い
は
「
主
張
を
ぶ
つ
け
合

っ
た
上
で
の
別
れ
」一

一
と
述
べ
、「
影
」と
の
別
れ
は
心
を
捨
て
る

行
為(

＝
自
閉
・
頽
廃)

で
あ
る
と
す
る
否
定
派
の
主
張
を
回
避
し

て
い
る
。 

 

本
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
肯
定
派
の
解
釈
に
付
け
加
え
る
形
で
、

あ
る
い
は
新
し
い
切
り
口
で
、
本
作
の
結
末
を
よ
り
肯
定
的
に
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
そ
の
余
地
を
探
る
も
の
で
あ
る
。 

 

二二
、、
ポポ
スス
トト
モモ
ダダ
ンン
社社
会会
にに
おお
けけ
るる  

他他
者者
とと
のの
心心
のの
つつ
なな
がが
りり  

 

「
郵
便
受
け
に
は
郵
便
物
は
ひ
と
つ
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

留
守
番
電
話
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
誰
も
私

に
用
事
が
な
い
み
た
い
だ
っ
た
。
結
構
。
私
も
誰
に
も
用
事
は
な

い
の
だ
。(7)

」
と
い
う
独
白
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
社
会
の
象
徴
た
る
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
」
の
「
私
」
は
、
内
向
的
な
性
向
を
も
ち
、
閉
塞
的
な
人
間
関

係
の
中
に
生
き
る
人
物
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
初
期
の
村
上
作

品
に
多
く
見
ら
れ
る
「
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
型
の
主
人
公
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
本
編
に
お
い
て
、「
私
」
の
人
間
関
係
の
輪
の
中
に

い
る
の
は
、「
組
織
」
の
人
間
、
仕
事
の
依
頼
主
に
あ
た
る
博
士
、

博
士
の
孫
娘
、
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
の
、
主
に
四
人

で
あ
る
。「
組
織
」
の
人
間
と
博
士
と
の
関
係
は
、「
計
算
士
」
と

し
て
の
業
務
上
の
事
務
的
な
関
係
に
過
ぎ
な
い
。と
な
れ
ば
、「
私
」

が
私
的
な
関
係
を
持
つ
の
は
、
博
士
の
孫
娘
と
、
図
書
館
の
リ
フ

ァ
レ
ン
ス
の
女
性
の
、
た
っ
た
二
人
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
る
。 

一
方
で
、「
僕
」
の
人
間
関
係
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
側
面
が

あ
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
博
士
の
孫
娘
が
「
僕
」
の
性
生
活
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て
い
る
の
よ
。
あ
な
た
に
は
そ
の
う
ち
の
ど
れ
が
私
の
思
い

で
ど
れ
が
他
の
人
の
思
い
か
選
り
わ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
よ
。
だ
っ
て
あ
な
た
は
ず
っ
と
古
い
夢
を
読
ん
で
き

た
け
れ
ど
、
ど
れ
が
私
の
夢
か
言
い
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
？ 

古
い
夢
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
。
誰
に
も

そ
れ
を
と
き
ほ
ぐ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
。
混
沌
は
混
沌
の

ま
ま
で
消
え
て
い
く
の
よ
」(34) 

 

図
書
館
司
書
の
女
性
の
こ
の
言
葉
は
、「
世
界
の
終
り
」に
お
け

る
、
心
を
取
り
戻
す
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
説
明
し
て
い
る
と
同

時
に
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
よ
う
な
、
情

報
化
と
高
度
資
本
主
義
に
象
徴
さ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に

お
い
て
他
者
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
の
む
ず
か
し
さ

に
つ
い
て
の
説
明
で
も
あ
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
と
は
、「
混
沌
」

の
時
代
で
あ
る
。
商
品
や
情
報
が
氾
濫
し
た
社
会
で
、
人
々
は
他

者
と
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
ず
と
も
、
自
ら
の
欲

求
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、「
私
」
が
買
い

物
を
す
る
こ
と
で
自
ら
の
生
活
を
満
た
し
て
い
た
よ
う
に
。
そ
こ

に
あ
る
の
は
、
物
質
的
に
、
肉
体
的
に
は
満
た
さ
れ
て
い
て
も
、

心
は
満
た
さ
れ
な
い
空
虚
な
生
活
で
あ
る
。 

 

し
か
し
最
終
的
に
、「
僕
」
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
混
じ
り
あ

っ
た
「
古
い
夢
」
の
な
か
か
ら
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
だ
け

を
取
り
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
上
述
の
通
り
、
図
書
館
司
書
の

女
性
は
、「
私(

僕)

」
に
と
っ
て
、〈
女
性
〉
あ
る
い
は
〈
女
性
と

の
心
の
つ
な
が
り
〉
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、

「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、
混
沌
と
し
た
「
古
い
夢
」
の
な
か

か
ら
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
混

沌
と
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
現
実
に
お
い
て
、〈
女
性
と
の
心
の

つ
な
が
り
〉
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ
と
と
、
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ

る
の
で
あ
る
。 

最
終
的
に
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」

は
、
意
識
の
核
で
あ
る
「
世
界
の
終
り
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
現

実
で
の
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
死
に
ゆ
く
「
私
」
に
向
け

て
、
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
と
、
博
士
の
孫
娘
が
か
け

た
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
ね
え
、
私
も
あ
な
た
の
限
定
さ
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
に

入
り
こ
む
こ
と
は
で
き
る
か
し
ら
？
」(39) (

図
書
館
の
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性)  

 

「
怖
が
ら
な
い
で
ね
。
あ
な
た
が
も
し
永
久
に
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
死
ぬ
ま
で
ず
っ
と
あ
な
た
の
こ
と

を
覚
え
て
い
る
か
ら
。
私
の
心
の
中
か
ら
は
あ
な
た
は
失
わ

れ
な
い
の
よ
。そ
の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
ね
」(39) (

博

士
の
孫
娘) 

 

い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
肉
体
だ
け
の
関
係
を
受
け
入
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
。
こ
の
現
実
世
界
と
内
的
世
界
の
間
の

差
異
は
、「
私
」が
無
意
識
下
で
は
誰
か
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
求

め
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
。 

「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、
街
の
人
々
は
み
な
「「
私
」
の
理

想
、
あ
る
い
は
反
対
に
「
私
」
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
自
分

自
身
の
部
分
が
表
出
し
て
き
た
存
在
」で
あ
り
、「
そ
れ
ら
に
近
づ

き
関
係
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、（
略
）
現
実
で
の
「
私
」
の
回
復

を
促
し
て
い
く
」
と
加
茂
い
づ
み
は
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
本

作
が
「
異
質
な
自
己
を
取
り
込
む
作
業
を
経
て
、
自
己
肯
定
を
果

た
し
て
い
く
、
再
統
合
の
物
語
で
あ
る
」、
と
も

一
三

。
つ
ま
り
、
街

の
全
て
の
住
人
に
、「
私(

僕)

」
を
自
己
肯
定
へ
と
導
く
た
め
の
役

割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
世
界
の
終
り
」
の
街
に
、
女

性
が
図
書
館
司
書
の
女
性
を
除
い
て
一
人
も
登
場
し
な
い
こ
と

(

男
性
は
、
門
番
、
大
佐
、
発
電
所
の
管
理
人
の
三
人)
、
ま
た
、

「
夢
読
み(

僕)

」
と
図
書
館
司
書
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う

設
定
を
鑑
み
る
と
、
図
書
館
司
書
の
女
性
は
、「
私(

僕)

」
に
と
っ

て
、〈
女
性
〉
あ
る
い
は
〈
女
性
と
の
つ
な
が
り
〉
の
象
徴
と
い
う

役
割
を
も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。 

「
世
界
の
終
り
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
い
て
、「
僕
」
は
、
心
の

な
い
交
流
を
拒
絶
し
、
彼
女
の
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
街
を
奔
走

す
る
が
、
こ
の
「
僕
」
の
拒
絶
は
、
現
実
世
界
の
「
私
」
に
「
勃

起
不
全
」
と
い
う
か
た
ち
で
浮
上
し
て
い
る
。「
僕
」
が
拒
絶
す
る

よ
う
な
、
心
と
い
う
も
の
が
介
在
し
な
い
肉
体
だ
け
の
関
係
に

「
私
」
が
陥
り
か
け
る
と
、「
私
」
の
性
機
能
は
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。事
実
、「
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
女
の
子
と
性
的
関
係

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
は
じ
め
て
だ
っ
た(9)

」と
語
ら
れ
る

よ
う
な
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
と
の
一
度
目
の
性
行

為
は
、
勃
起
不
全
に
よ
り
失
敗
し
て
い
る
。 

物
語
の
終
盤
に
お
い
て
「
僕
」
は
い
よ
い
よ
図
書
館
司
書
の
女

性
の
心
を
み
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
「
僕
」
は
次
の
よ

う
に
語
る
。 

 

「
僕
は
君
の
心
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
ひ

と
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
君
の
心
は
も
う
失
わ
れ

た
ば
ら
ば
ら
の
断
片
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
そ
こ
に
あ
っ
て
、

も
う
誰
に
も
そ
れ
を
奪
い
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
」

(36) 
  

そ
の
前
の
章
で
、
図
書
館
司
書
の
女
性
は
、
心
を
取
り
戻
す
こ

と
の
む
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。 

 

「
私
の
心
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
吸
い
こ
ま
れ
て
い
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
私
の
心
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
い
ろ

ん
な
獣
の
中
に
吸
い
こ
ま
れ
、
そ
の
断
片
は
他
の
人
の
断
片

と
一
緒
に
見
分
け
が
つ
か
な
い
く
ら
い
複
雑
に
絡
み
あ
っ
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て
い
る
の
よ
。
あ
な
た
に
は
そ
の
う
ち
の
ど
れ
が
私
の
思
い

で
ど
れ
が
他
の
人
の
思
い
か
選
り
わ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
よ
。
だ
っ
て
あ
な
た
は
ず
っ
と
古
い
夢
を
読
ん
で
き

た
け
れ
ど
、
ど
れ
が
私
の
夢
か
言
い
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
？ 

古
い
夢
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
。
誰
に
も

そ
れ
を
と
き
ほ
ぐ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
。
混
沌
は
混
沌
の

ま
ま
で
消
え
て
い
く
の
よ
」(34) 

 

図
書
館
司
書
の
女
性
の
こ
の
言
葉
は
、「
世
界
の
終
り
」に
お
け

る
、
心
を
取
り
戻
す
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
説
明
し
て
い
る
と
同

時
に
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
よ
う
な
、
情

報
化
と
高
度
資
本
主
義
に
象
徴
さ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に

お
い
て
他
者
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
の
む
ず
か
し
さ

に
つ
い
て
の
説
明
で
も
あ
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
と
は
、「
混
沌
」

の
時
代
で
あ
る
。
商
品
や
情
報
が
氾
濫
し
た
社
会
で
、
人
々
は
他

者
と
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
ず
と
も
、
自
ら
の
欲

求
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、「
私
」
が
買
い

物
を
す
る
こ
と
で
自
ら
の
生
活
を
満
た
し
て
い
た
よ
う
に
。
そ
こ

に
あ
る
の
は
、
物
質
的
に
、
肉
体
的
に
は
満
た
さ
れ
て
い
て
も
、

心
は
満
た
さ
れ
な
い
空
虚
な
生
活
で
あ
る
。 

 

し
か
し
最
終
的
に
、「
僕
」
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
混
じ
り
あ

っ
た
「
古
い
夢
」
の
な
か
か
ら
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
だ
け

を
取
り
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
上
述
の
通
り
、
図
書
館
司
書
の

女
性
は
、「
私(

僕)

」
に
と
っ
て
、〈
女
性
〉
あ
る
い
は
〈
女
性
と

の
心
の
つ
な
が
り
〉
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、

「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、
混
沌
と
し
た
「
古
い
夢
」
の
な
か

か
ら
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
混

沌
と
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
現
実
に
お
い
て
、〈
女
性
と
の
心
の

つ
な
が
り
〉
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ
と
と
、
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ

る
の
で
あ
る
。 

最
終
的
に
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」

は
、
意
識
の
核
で
あ
る
「
世
界
の
終
り
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
現

実
で
の
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
死
に
ゆ
く
「
私
」
に
向
け

て
、
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
と
、
博
士
の
孫
娘
が
か
け

た
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
ね
え
、
私
も
あ
な
た
の
限
定
さ
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
に

入
り
こ
む
こ
と
は
で
き
る
か
し
ら
？
」(39) (

図
書
館
の
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性)  

 

「
怖
が
ら
な
い
で
ね
。
あ
な
た
が
も
し
永
久
に
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
死
ぬ
ま
で
ず
っ
と
あ
な
た
の
こ
と

を
覚
え
て
い
る
か
ら
。
私
の
心
の
中
か
ら
は
あ
な
た
は
失
わ

れ
な
い
の
よ
。そ
の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
ね
」(39) (

博

士
の
孫
娘) 

 

い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
肉
体
だ
け
の
関
係
を
受
け
入
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
。
こ
の
現
実
世
界
と
内
的
世
界
の
間
の

差
異
は
、「
私
」が
無
意
識
下
で
は
誰
か
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
求

め
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
。 

「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、
街
の
人
々
は
み
な
「「
私
」
の
理

想
、
あ
る
い
は
反
対
に
「
私
」
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
自
分

自
身
の
部
分
が
表
出
し
て
き
た
存
在
」で
あ
り
、「
そ
れ
ら
に
近
づ

き
関
係
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、（
略
）
現
実
で
の
「
私
」
の
回
復

を
促
し
て
い
く
」
と
加
茂
い
づ
み
は
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
本

作
が
「
異
質
な
自
己
を
取
り
込
む
作
業
を
経
て
、
自
己
肯
定
を
果

た
し
て
い
く
、
再
統
合
の
物
語
で
あ
る
」、
と
も

一
三

。
つ
ま
り
、
街

の
全
て
の
住
人
に
、「
私(

僕)

」
を
自
己
肯
定
へ
と
導
く
た
め
の
役

割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
世
界
の
終
り
」
の
街
に
、
女

性
が
図
書
館
司
書
の
女
性
を
除
い
て
一
人
も
登
場
し
な
い
こ
と

(

男
性
は
、
門
番
、
大
佐
、
発
電
所
の
管
理
人
の
三
人)

、
ま
た
、

「
夢
読
み(

僕)

」
と
図
書
館
司
書
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う

設
定
を
鑑
み
る
と
、
図
書
館
司
書
の
女
性
は
、「
私(

僕)

」
に
と
っ

て
、〈
女
性
〉
あ
る
い
は
〈
女
性
と
の
つ
な
が
り
〉
の
象
徴
と
い
う

役
割
を
も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。 

「
世
界
の
終
り
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
い
て
、「
僕
」
は
、
心
の

な
い
交
流
を
拒
絶
し
、
彼
女
の
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
街
を
奔
走

す
る
が
、
こ
の
「
僕
」
の
拒
絶
は
、
現
実
世
界
の
「
私
」
に
「
勃

起
不
全
」
と
い
う
か
た
ち
で
浮
上
し
て
い
る
。「
僕
」
が
拒
絶
す
る

よ
う
な
、
心
と
い
う
も
の
が
介
在
し
な
い
肉
体
だ
け
の
関
係
に

「
私
」
が
陥
り
か
け
る
と
、「
私
」
の
性
機
能
は
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。事
実
、「
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
女
の
子
と
性
的
関
係

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
は
じ
め
て
だ
っ
た(9)

」と
語
ら
れ
る

よ
う
な
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
と
の
一
度
目
の
性
行

為
は
、
勃
起
不
全
に
よ
り
失
敗
し
て
い
る
。 

物
語
の
終
盤
に
お
い
て
「
僕
」
は
い
よ
い
よ
図
書
館
司
書
の
女

性
の
心
を
み
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
「
僕
」
は
次
の
よ

う
に
語
る
。 

 

「
僕
は
君
の
心
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
ひ

と
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
君
の
心
は
も
う
失
わ
れ

た
ば
ら
ば
ら
の
断
片
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
そ
こ
に
あ
っ
て
、

も
う
誰
に
も
そ
れ
を
奪
い
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
」

(36) 
  

そ
の
前
の
章
で
、
図
書
館
司
書
の
女
性
は
、
心
を
取
り
戻
す
こ

と
の
む
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。 

 

「
私
の
心
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
吸
い
こ
ま
れ
て
い
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
私
の
心
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
い
ろ

ん
な
獣
の
中
に
吸
い
こ
ま
れ
、
そ
の
断
片
は
他
の
人
の
断
片

と
一
緒
に
見
分
け
が
つ
か
な
い
く
ら
い
複
雑
に
絡
み
あ
っ
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達
し
た
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
は
、

高
倍
率
の
試
験
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
過
酷
な
訓
練
を
経
て
、
よ
う
や

く
「
計
算
士
」
と
い
う
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
前
述
し
た

通
り
、
こ
の
「
計
算
士
」
と
い
う
職
業
は
、「
組
織
」
と
い
う
機
関

に
属
し
、
敵
対
す
る
「
工
場
」
か
ら
情
報
を
秘
匿
・
保
護
す
る
の

が
そ
の
職
業
上
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
博
士
の
娘
が
言
っ
た

よ
う
に
、
情
報
を
保
護
す
る
「
組
織
」
と
情
報
を
略
奪
す
る
「
工

場
」、
対
立
し
て
い
る
と
「
私
」
が
思
っ
て
い
た
は
ず
の
二
つ
の
組

織
が
元
を
辿
れ
ば
ま
っ
た
く
同
一
の
機
関
で
あ
る
な
ら
ば
、「
私
」

の
や
っ
て
い
た
仕
事
に
は
何
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は『
組
織
』の
た
め
に
働
い
て
は
い
た
が
、そ
れ
で
は『
組

織
』
の
内
部
が
ど
う
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
る
か
と
訊
か
れ

て
も
私
に
は
ま
る
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に

も
巨
大
で
あ
り
秘
密
主
義
に
よ
っ
て
内
部
の
情
報
が
制
限

さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
我
々
は
上
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
そ

れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
こ
な
し
て
い
く
だ
け
の
存
在
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
だ
。
上
の
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ん
て
、

私
の
よ
う
な
末
端
の
人
間
に
は
見
当
も
つ
か
な
い
。 

「
も
し
君
の
言
う
と
お
り
だ
と
し
た
ら
、
ひ
ど
く
儲
か
る
商

売
に
な
る
だ
ろ
う
ね
」
と
私
は
言
っ
た
。 

「
両
方
を
競
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
値
段
を
い
く
ら

で
も
つ
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
力
を
伯
仲
さ
せ
て

お
け
ば
値
崩
れ
す
る
心
配
も
な
い
」(29) 

 

「
組
織
」
の
目
的
が
情
報
の
保
護
で
は
な
く
、
見
せ
か
け
の
情

報
保
護
を
行
い
「
工
場
」
と
競
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報

の
価
格
を
高
騰
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
情
報
を
保
護
す
る

こ
と
に
心
血
を
注
い
で
き
た
「
私
」
の
仕
事
は
無
意
味
で
し
か
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
な
に
もSF

世
界
の
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
限
っ
て
存

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
の
生
き
る
現
実
の
資
本
主
義
社
会

の
随
所
で
見
ら
れ
る
光
景
で
も
あ
る
。 

労
働
者
の
多
く
は
、
目
標
を
遂
行
し
た
こ
と
に
よ
る
達
成
感
や
、

給
与
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
か
を
成
し
遂
げ
た
よ
う
な
気
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
標
と
い
う
の
は
企
業
が
労
働
者
た
ち

を
動
か
し
や
す
く
す
る
た
め
に
作
り
出
し
た
ハ
リ
ボ
テ
の
よ
う

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
、「
私
」
が
「
組
織
」
に
与
え
ら
れ
て

い
た
「
情
報
の
保
護
」
と
い
う
目
標
も
、
そ
の
実
態
は
企
業
の
営

利
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
給
与
に

つ
い
て
も
、
莫
大
な
利
潤
を
獲
得
し
て
い
る
企
業
・
資
本
家
か
ら

す
れ
ば
、
一
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
な
ど
雀
の
涙
ほ
ど
の
額
に
す

ぎ
な
い
。そ
れ
で
も
、「
秘
密
主
義
に
よ
っ
て
内
部
の
情
報
が
制
限

さ
れ
」、
資
本
家
か
ら
目
隠
し
を
さ
せ
ら
れ
た
多
く
の
労
働
者
は
、

見
せ
か
け
の
達
成
感
や
わ
ず
か
ば
か
り
の
賃
金
を
、
自
ら
の
存
在

意
義
と
信
じ
て
働
き
続
け
る
。本
作
に
お
け
る「
計
算
士
」「
組
織
」

 
特
に
博
士
の
孫
娘
は
、
意
識
の
核
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「
私
」

を
冷
凍
保
存
し
て
お
き
、
い
つ
か
元
に
戻
す
方
法
を
見
つ
け
た
と

き
に
は
再
び
蘇
ら
せ
る
可
能
性
を
も
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
二
人
の
女
性
の
言
葉
は
、
心
で
つ
な
が
っ
た
他
者
の
存
在
こ
そ

が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
支
え
と
な
り
、
あ
る
い
は
状

況
の
打
開
・
回
復
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
示
す
。
作
家
は
こ

こ
に
、
過
酷
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
対
す
る
、
心
の
つ
な
が
り

の
優
越
性
を
訴
え
て
い
る
。
商
品
や
情
報
で
あ
ふ
れ
、
そ
れ
以
前

は
当
た
り
前
だ
っ
た
生
き
方
が
力
を
失
っ
て
い
く
時
代
に
お
い

て
、
作
家
が
い
か
に
心
の
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
に
希
望
を
託
し

て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
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本
テ
ク
ス
ト
の
舞
台
と
な
る
二
つ
の
世
界
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
と
「
世
界
の
終
り
」
は
、
前
者
が
「
私
」

の
生
き
る
現
実
世
界
、
後
者
が
「
私
」
の
内
的
世
界
で
あ
り
、
最

終
的
に
「
私
」
は
現
実
世
界
か
ら
無
意
識
下
の
世
界
で
あ
る
「
世

界
の
終
り
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
、
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
あ

る
。 

 

そ
の
よ
う
な
一
般
認
識
に
異
議
を
唱
え
た
の
が
、
山
根
由
美
恵

で
あ
る
。山
根
は
本
テ
ク
ス
ト
の
構
成
に
、「
二
つ
の
世
界
の
終
り

が
始
め
に
繋
が
る
」、
つ
ま
り
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」
が
終
っ
た
後
に
「
世
界
の
終
り
」
が
始
ま
り
、
そ
の
後
に

再
び
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が
、
そ
の
次
に

「
世
界
の
終
り
」
が…

…

、
と
い
っ
た
よ
う
な
〈
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
〉

の
ご
と
き
無
限
円
環
構
造
を
指
摘
し
た

一
四

。こ
の
よ
う
な
構
造
の

な
か
で
、「
私
」
と
「
僕
」、
二
人
の
主
人
公
は
、
脱
出
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、
二
つ
の
世
界
を
回
り
続
け
、
失
い
続
け
る
。
山
根
曰

く
、
作
者
で
あ
る
村
上
が
「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
を

突
き
詰
め
、
幾
重
に
も
抽
象
化
し
た
」
も
の
が
、
こ
の
無
限
円
環

構
造
な
の
で
あ
る
。 

「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状

況
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
文
中
の
以
下
の
記
述

が
、
そ
れ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。 

 

「
計
算
士
の
『
組
織
』
と
記
号
士
の
『
工
場
』
は
同
じ
人
間

の
右
手
と
左
手
だ
と
祖
父
は
言
っ
て
い
た
わ
」「
つ
ま
り『
組

織
』
も
『
工
場
』
も
や
っ
て
い
る
こ
と
は
技
術
的
に
は
殆
ど

同
じ
な
の
よ
」 

（
略
） 

「『
組
織
』
と
『
工
場
』
が
同
じ
一
人
の
手
に
よ
っ
て
操
ら
れ

て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
？ 

つ
ま
り
左
手
が
も
の
を
盗
み
、

右
手
が
そ
れ
を
守
る
の
」(29) 

 

博
士
の
娘
が
「
私
」
に
向
け
て
語
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達
し
た
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
は
、

高
倍
率
の
試
験
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
過
酷
な
訓
練
を
経
て
、
よ
う
や

く
「
計
算
士
」
と
い
う
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
前
述
し
た

通
り
、
こ
の
「
計
算
士
」
と
い
う
職
業
は
、「
組
織
」
と
い
う
機
関

に
属
し
、
敵
対
す
る
「
工
場
」
か
ら
情
報
を
秘
匿
・
保
護
す
る
の

が
そ
の
職
業
上
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
博
士
の
娘
が
言
っ
た

よ
う
に
、
情
報
を
保
護
す
る
「
組
織
」
と
情
報
を
略
奪
す
る
「
工

場
」、
対
立
し
て
い
る
と
「
私
」
が
思
っ
て
い
た
は
ず
の
二
つ
の
組

織
が
元
を
辿
れ
ば
ま
っ
た
く
同
一
の
機
関
で
あ
る
な
ら
ば
、「
私
」

の
や
っ
て
い
た
仕
事
に
は
何
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は『
組
織
』の
た
め
に
働
い
て
は
い
た
が
、そ
れ
で
は『
組

織
』
の
内
部
が
ど
う
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
る
か
と
訊
か
れ

て
も
私
に
は
ま
る
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に

も
巨
大
で
あ
り
秘
密
主
義
に
よ
っ
て
内
部
の
情
報
が
制
限

さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
我
々
は
上
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
そ

れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
こ
な
し
て
い
く
だ
け
の
存
在
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
だ
。
上
の
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ん
て
、

私
の
よ
う
な
末
端
の
人
間
に
は
見
当
も
つ
か
な
い
。 

「
も
し
君
の
言
う
と
お
り
だ
と
し
た
ら
、
ひ
ど
く
儲
か
る
商

売
に
な
る
だ
ろ
う
ね
」
と
私
は
言
っ
た
。 

「
両
方
を
競
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
値
段
を
い
く
ら

で
も
つ
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
力
を
伯
仲
さ
せ
て

お
け
ば
値
崩
れ
す
る
心
配
も
な
い
」(29) 

 

「
組
織
」
の
目
的
が
情
報
の
保
護
で
は
な
く
、
見
せ
か
け
の
情

報
保
護
を
行
い
「
工
場
」
と
競
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報

の
価
格
を
高
騰
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
情
報
を
保
護
す
る

こ
と
に
心
血
を
注
い
で
き
た
「
私
」
の
仕
事
は
無
意
味
で
し
か
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
な
に
もSF

世
界
の
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
限
っ
て
存

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
の
生
き
る
現
実
の
資
本
主
義
社
会

の
随
所
で
見
ら
れ
る
光
景
で
も
あ
る
。 

労
働
者
の
多
く
は
、
目
標
を
遂
行
し
た
こ
と
に
よ
る
達
成
感
や
、

給
与
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
か
を
成
し
遂
げ
た
よ
う
な
気
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
標
と
い
う
の
は
企
業
が
労
働
者
た
ち

を
動
か
し
や
す
く
す
る
た
め
に
作
り
出
し
た
ハ
リ
ボ
テ
の
よ
う

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
、「
私
」
が
「
組
織
」
に
与
え
ら
れ
て

い
た
「
情
報
の
保
護
」
と
い
う
目
標
も
、
そ
の
実
態
は
企
業
の
営

利
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
給
与
に

つ
い
て
も
、
莫
大
な
利
潤
を
獲
得
し
て
い
る
企
業
・
資
本
家
か
ら

す
れ
ば
、
一
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
な
ど
雀
の
涙
ほ
ど
の
額
に
す

ぎ
な
い
。そ
れ
で
も
、「
秘
密
主
義
に
よ
っ
て
内
部
の
情
報
が
制
限

さ
れ
」、
資
本
家
か
ら
目
隠
し
を
さ
せ
ら
れ
た
多
く
の
労
働
者
は
、

見
せ
か
け
の
達
成
感
や
わ
ず
か
ば
か
り
の
賃
金
を
、
自
ら
の
存
在

意
義
と
信
じ
て
働
き
続
け
る
。本
作
に
お
け
る「
計
算
士
」「
組
織
」

 

特
に
博
士
の
孫
娘
は
、
意
識
の
核
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「
私
」

を
冷
凍
保
存
し
て
お
き
、
い
つ
か
元
に
戻
す
方
法
を
見
つ
け
た
と

き
に
は
再
び
蘇
ら
せ
る
可
能
性
を
も
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
二
人
の
女
性
の
言
葉
は
、
心
で
つ
な
が
っ
た
他
者
の
存
在
こ
そ

が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
支
え
と
な
り
、
あ
る
い
は
状

況
の
打
開
・
回
復
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
示
す
。
作
家
は
こ

こ
に
、
過
酷
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
対
す
る
、
心
の
つ
な
が
り

の
優
越
性
を
訴
え
て
い
る
。
商
品
や
情
報
で
あ
ふ
れ
、
そ
れ
以
前

は
当
た
り
前
だ
っ
た
生
き
方
が
力
を
失
っ
て
い
く
時
代
に
お
い

て
、
作
家
が
い
か
に
心
の
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
に
希
望
を
託
し

て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
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本
テ
ク
ス
ト
の
舞
台
と
な
る
二
つ
の
世
界
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
と
「
世
界
の
終
り
」
は
、
前
者
が
「
私
」

の
生
き
る
現
実
世
界
、
後
者
が
「
私
」
の
内
的
世
界
で
あ
り
、
最

終
的
に
「
私
」
は
現
実
世
界
か
ら
無
意
識
下
の
世
界
で
あ
る
「
世

界
の
終
り
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
、
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
あ

る
。 

 

そ
の
よ
う
な
一
般
認
識
に
異
議
を
唱
え
た
の
が
、
山
根
由
美
恵

で
あ
る
。山
根
は
本
テ
ク
ス
ト
の
構
成
に
、「
二
つ
の
世
界
の
終
り

が
始
め
に
繋
が
る
」、
つ
ま
り
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」
が
終
っ
た
後
に
「
世
界
の
終
り
」
が
始
ま
り
、
そ
の
後
に

再
び
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が
、
そ
の
次
に

「
世
界
の
終
り
」
が…

…

、
と
い
っ
た
よ
う
な
〈
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
〉

の
ご
と
き
無
限
円
環
構
造
を
指
摘
し
た

一
四

。こ
の
よ
う
な
構
造
の

な
か
で
、「
私
」
と
「
僕
」、
二
人
の
主
人
公
は
、
脱
出
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、
二
つ
の
世
界
を
回
り
続
け
、
失
い
続
け
る
。
山
根
曰

く
、
作
者
で
あ
る
村
上
が
「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
を

突
き
詰
め
、
幾
重
に
も
抽
象
化
し
た
」
も
の
が
、
こ
の
無
限
円
環

構
造
な
の
で
あ
る
。 

「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状

況
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
文
中
の
以
下
の
記
述

が
、
そ
れ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。 

 

「
計
算
士
の
『
組
織
』
と
記
号
士
の
『
工
場
』
は
同
じ
人
間

の
右
手
と
左
手
だ
と
祖
父
は
言
っ
て
い
た
わ
」「
つ
ま
り『
組

織
』
も
『
工
場
』
も
や
っ
て
い
る
こ
と
は
技
術
的
に
は
殆
ど

同
じ
な
の
よ
」 

（
略
） 

「『
組
織
』
と
『
工
場
』
が
同
じ
一
人
の
手
に
よ
っ
て
操
ら
れ

て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
？ 

つ
ま
り
左
手
が
も
の
を
盗
み
、

右
手
が
そ
れ
を
守
る
の
」(29) 
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ウ
ン
ド
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
壁
に
よ
っ
て
象
徴
さ
せ
る
こ
と

で
、「
繰
り
返
す
・
回
り
続
け
る
も
の
」
と
い
う
意
味
以
外
に
、
人

間
を
そ
の
中
に
「
閉
じ
込
め
る
も
の
」
と
い
う
意
味
を
も
含
ま
せ

て
い
る
。 

こ
の
壁
と
い
う
象
徴
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
は
、『
世
界
の
終
り

と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
原
案
と
な
っ
た
短

編
小
説
『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
に
も
、「
僕
」
の
暮
ら
す
街

を
取
り
囲
み
、
閉
じ
込
め
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る

一
五

。『
世
界

の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
半
分
を
占

め
る
「
世
界
の
終
り
」
の
章
は
、
こ
の
短
編
か
ら
多
く
の
設
定
を

引
き
継
い
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
壁
に
囲
ま
れ
た
街
で
、
心
を
失

っ
た
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
点
。
街
に
入
る
た
め
に
は

「
影
」
を
身
体
か
ら
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
。

た
だ
、
二
つ
の
壁
に
は
、
決
定
的
な
差
異
が
存
在
す
る
。
と
い
う

の
は
、「
世
界
の
終
り
」
に
登
場
す
る
壁
は
、
絶
対
的
な
完
全
性
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
の

壁
は
、
題
名
通
り
「
不
確
か
な
」
も
の
で
あ
っ
た
。
不
確
か
な
も

の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
僕
」の
意
志
次
第
で
そ
れ
を
打
ち
破
り
、

乗
り
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な

壁
』
に
お
い
て
、
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
壁
と
の
関
係
は
、「
世
界
の

終
り
」
の
終
盤
で
突
如
に
し
て
裏
返
る
。「
僕
」
が
「
こ
こ
は
僕
自

身
の
世
界
な
ん
だ
。
壁
は
僕
自
身
を
囲
む
壁
で
、
川
は
僕
自
身
の

中
を
流
れ
る
川
で
、
煙
は
僕
自
身
を
焼
く
煙
な
ん
だ(40)

」
と
い

う
よ
う
に
、壁
は
も
は
や
乗
り
越
え
、打
ち
破
る
も
の
で
は
な
く
、

受
け
入
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
「
僕
」

は
、
も
は
や
壁
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
閉
塞
を
受
け
入
れ

る
。 

 

こ
の
「
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
結
末
は
、
あ
る
意
味
で
は
現
状

維
持
に
す
ぎ
な
い
。
黒
古
一
夫
も
、
こ
の
「
僕
」
の
行
為
を
「
敢

然
と
外
部
の
敵
と
闘
う
の
で
は
な
く
、
意
識
下
の
世
界
に
安
住
す

る
こ
と
を
了
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
否
定
的
に
捉
え
て
い
る

一
六

。
黒
古
の
言
う
通
り
、
闘
い
を
放
棄
し
た
こ
と
は
「
僕
」
の
敗

北
、
絶
望
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
次
章
で
検
討
し
て

い
く
。 

 

三三
❘❘
二二 

「「
僕僕
」」
のの
翻翻
意意
・・
作作
家家
のの
翻翻
意意  

 

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、加
藤
典
洋
は
、「
こ
の
世
界
は
間
違

っ
て
い
る
」
と
い
う
「
正
し
い
論
理
」
は
「
い
ま
で
は
わ
た
し
達

の
生
き
る
足
場
に
な
り
得
な
い
」
と
主
張
し
、
加
え
て
、
関
谷
真

宏
と
遠
藤
伸
治
は
、「「
影
」
と
一
緒
に
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に

帰
る
こ
と
は
再
び
、「
巻
き
込
ま
れ
型
」の
冒
険
を
繰
り
返
す
に
過

ぎ
な
い(

関
谷)

」一
七

、「
一
緒
に
逃
げ
よ
う
と
い
う
そ
の
言
葉
が
、

「
僕
」
が
結
び
な
お
し
つ
つ
あ
る
世
界
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
も

の
で
し
か
」
な
い(

遠
藤)

、
と
述
べ
る

一
八

。
こ
の
三
人
の
論
は
、

「
影
」
と
別
れ
る
こ
と
が
間
違
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
影
」
と

周
辺
の
描
写
に
は
、
作
家
の
抱
え
る
高
度
資
本
主
義
社
会
へ
の
疑

念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

ま
た
、以
下
の
記
述
に
も
、「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」

の
様
相
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
そ
れ
で
も
私
は
舵
の
曲
が
っ
た
ボ
ー
ト
み
た
い
に

必
ず
同
じ
場
所
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
は
私
自

身
だ
。
私
自
身
は
ど
こ
に
も
行
か
な
い
。
私
自
身
は
そ
こ
に

い
て
、
い
つ
も
私
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。

（33

） 
 

ぐ
る
ぐ
る
と
ま
わ
っ
て
い
つ
も
同
じ
と
こ
ろ
に
た
ど
り
つ

く
の
だ
。
そ
れ
は
ま
る
で
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
の
馬

に
乗
っ
て
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
な

の
だ
。
誰
も
抜
か
な
い
し
、
誰
に
も
抜
か
れ
な
い
し
、
同
じ

と
こ
ろ
に
し
か
た
ど
り
つ
か
な
い
。(35) 

 

と
く
に
傍
線
部「
誰
も
抜
か
な
い
し
、誰
に
も
抜
か
れ
な
い
し
、

同
じ
と
こ
ろ
に
し
か
た
ど
り
つ
か
な
い
」
の
部
分
は
、「
組
織
」
と

「
工
場
」
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
偽
り
の
競
争
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
と
同
時
に
、「
世
界
の
終
り
」の
街
の
シ
ス

テ
ム
を
も
想
起
さ
せ
る
。「
私
」の
現
実
世
界
に
対
す
る
こ
の
よ
う

な
絶
望
的
な
認
識
が
、
内
的
世
界
に
「
世
界
の
終
り
」
と
い
う
、

「
誰
も
傷
つ
け
あ
わ
な
い
し
、
争
わ
な
い(32)

」
街
を
作
り
出
し

た
の
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
の
引
用
文
で
は
、「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」

は
、「
舵
の
曲
が
っ
た
ボ
ー
ト
」、「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
」

と
い
っ
た
よ
う
な
、
村
上
春
樹
の
特
徴
的
な
比
喩
表
現
に
よ
っ
て

象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。し
か
し
本
作
に
は
、「
舵
の
曲
が
っ
た

ボ
ー
ト
」、「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
」
以
上
に
、
円
環
を
強

く
象
徴
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
が
登
場
し
て
い
る
。そ
れ
は
、「
世
界

の
終
り
」
の
街
を
取
り
囲
む
、
壁
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

「
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
、
街
の
ぐ
る
り
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
越
せ
る
の
は
鳥
だ
け
だ
。
出
入
口
は
こ
の
門
の
他
に

は
な
い
。
昔
は
東
門
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
塗
り
つ
ぶ
さ
れ

て
い
る
。
壁
は
御
手
の
通
り
煉
瓦
で
で
き
て
い
る
が
、
こ
れ

は
普
通
の
煉
瓦
じ
ゃ
な
い
。
誰
に
も
そ
れ
を
傷
つ
け
た
り
壊

し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
。
大
砲
に
も
、
地
震
に

も
、
嵐
に
も
だ
」（10

） 
 

壁
は
い
び
つ
な
楕
円
形
を
描
き
、
街
の
四
方
を
取
り
囲
む
。
壊

す
こ
と
も
乗
り
越
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
一
方
の
門
は
塞
が
れ
て

い
て
、
も
う
一
方
の
門
は
屈
強
な
門
番
が
守
っ
て
い
る
た
め
、
出

口
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識

の
地
獄
」
を
、「
舵
の
曲
が
っ
た
ボ
ー
ト
」、「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
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ウ
ン
ド
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
壁
に
よ
っ
て
象
徴
さ
せ
る
こ
と

で
、「
繰
り
返
す
・
回
り
続
け
る
も
の
」
と
い
う
意
味
以
外
に
、
人

間
を
そ
の
中
に
「
閉
じ
込
め
る
も
の
」
と
い
う
意
味
を
も
含
ま
せ

て
い
る
。 

こ
の
壁
と
い
う
象
徴
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
は
、『
世
界
の
終
り

と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
原
案
と
な
っ
た
短

編
小
説
『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
に
も
、「
僕
」
の
暮
ら
す
街

を
取
り
囲
み
、
閉
じ
込
め
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る

一
五

。『
世
界

の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
半
分
を
占

め
る
「
世
界
の
終
り
」
の
章
は
、
こ
の
短
編
か
ら
多
く
の
設
定
を

引
き
継
い
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
壁
に
囲
ま
れ
た
街
で
、
心
を
失

っ
た
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
点
。
街
に
入
る
た
め
に
は

「
影
」
を
身
体
か
ら
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
。

た
だ
、
二
つ
の
壁
に
は
、
決
定
的
な
差
異
が
存
在
す
る
。
と
い
う

の
は
、「
世
界
の
終
り
」
に
登
場
す
る
壁
は
、
絶
対
的
な
完
全
性
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
の

壁
は
、
題
名
通
り
「
不
確
か
な
」
も
の
で
あ
っ
た
。
不
確
か
な
も

の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
僕
」の
意
志
次
第
で
そ
れ
を
打
ち
破
り
、

乗
り
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な

壁
』
に
お
い
て
、
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
壁
と
の
関
係
は
、「
世
界
の

終
り
」
の
終
盤
で
突
如
に
し
て
裏
返
る
。「
僕
」
が
「
こ
こ
は
僕
自

身
の
世
界
な
ん
だ
。
壁
は
僕
自
身
を
囲
む
壁
で
、
川
は
僕
自
身
の

中
を
流
れ
る
川
で
、
煙
は
僕
自
身
を
焼
く
煙
な
ん
だ(40)

」
と
い

う
よ
う
に
、壁
は
も
は
や
乗
り
越
え
、打
ち
破
る
も
の
で
は
な
く
、

受
け
入
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
「
僕
」

は
、
も
は
や
壁
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
閉
塞
を
受
け
入
れ

る
。 

 

こ
の
「
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
結
末
は
、
あ
る
意
味
で
は
現
状

維
持
に
す
ぎ
な
い
。
黒
古
一
夫
も
、
こ
の
「
僕
」
の
行
為
を
「
敢

然
と
外
部
の
敵
と
闘
う
の
で
は
な
く
、
意
識
下
の
世
界
に
安
住
す

る
こ
と
を
了
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
否
定
的
に
捉
え
て
い
る

一
六

。
黒
古
の
言
う
通
り
、
闘
い
を
放
棄
し
た
こ
と
は
「
僕
」
の
敗

北
、
絶
望
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
次
章
で
検
討
し
て

い
く
。 

 

三三
❘❘
二二 

「「
僕僕
」」
のの
翻翻
意意
・・
作作
家家
のの
翻翻
意意  

 

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、加
藤
典
洋
は
、「
こ
の
世
界
は
間
違

っ
て
い
る
」
と
い
う
「
正
し
い
論
理
」
は
「
い
ま
で
は
わ
た
し
達

の
生
き
る
足
場
に
な
り
得
な
い
」
と
主
張
し
、
加
え
て
、
関
谷
真

宏
と
遠
藤
伸
治
は
、「「
影
」
と
一
緒
に
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に

帰
る
こ
と
は
再
び
、「
巻
き
込
ま
れ
型
」の
冒
険
を
繰
り
返
す
に
過

ぎ
な
い(

関
谷)

」一
七

、「
一
緒
に
逃
げ
よ
う
と
い
う
そ
の
言
葉
が
、

「
僕
」
が
結
び
な
お
し
つ
つ
あ
る
世
界
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
も

の
で
し
か
」
な
い(

遠
藤)

、
と
述
べ
る

一
八

。
こ
の
三
人
の
論
は
、

「
影
」
と
別
れ
る
こ
と
が
間
違
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
影
」
と

周
辺
の
描
写
に
は
、
作
家
の
抱
え
る
高
度
資
本
主
義
社
会
へ
の
疑

念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

ま
た
、以
下
の
記
述
に
も
、「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」

の
様
相
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
そ
れ
で
も
私
は
舵
の
曲
が
っ
た
ボ
ー
ト
み
た
い
に

必
ず
同
じ
場
所
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
は
私
自

身
だ
。
私
自
身
は
ど
こ
に
も
行
か
な
い
。
私
自
身
は
そ
こ
に

い
て
、
い
つ
も
私
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。

（33

） 
 

ぐ
る
ぐ
る
と
ま
わ
っ
て
い
つ
も
同
じ
と
こ
ろ
に
た
ど
り
つ

く
の
だ
。
そ
れ
は
ま
る
で
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
の
馬

に
乗
っ
て
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
な

の
だ
。
誰
も
抜
か
な
い
し
、
誰
に
も
抜
か
れ
な
い
し
、
同
じ

と
こ
ろ
に
し
か
た
ど
り
つ
か
な
い
。(35) 

 

と
く
に
傍
線
部「
誰
も
抜
か
な
い
し
、誰
に
も
抜
か
れ
な
い
し
、

同
じ
と
こ
ろ
に
し
か
た
ど
り
つ
か
な
い
」
の
部
分
は
、「
組
織
」
と

「
工
場
」
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
偽
り
の
競
争
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
と
同
時
に
、「
世
界
の
終
り
」の
街
の
シ
ス

テ
ム
を
も
想
起
さ
せ
る
。「
私
」の
現
実
世
界
に
対
す
る
こ
の
よ
う

な
絶
望
的
な
認
識
が
、
内
的
世
界
に
「
世
界
の
終
り
」
と
い
う
、

「
誰
も
傷
つ
け
あ
わ
な
い
し
、
争
わ
な
い(32)

」
街
を
作
り
出
し

た
の
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
の
引
用
文
で
は
、「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」

は
、「
舵
の
曲
が
っ
た
ボ
ー
ト
」、「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
」

と
い
っ
た
よ
う
な
、
村
上
春
樹
の
特
徴
的
な
比
喩
表
現
に
よ
っ
て

象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。し
か
し
本
作
に
は
、「
舵
の
曲
が
っ
た

ボ
ー
ト
」、「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
」
以
上
に
、
円
環
を
強

く
象
徴
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
が
登
場
し
て
い
る
。そ
れ
は
、「
世
界

の
終
り
」
の
街
を
取
り
囲
む
、
壁
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

「
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
、
街
の
ぐ
る
り
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
越
せ
る
の
は
鳥
だ
け
だ
。
出
入
口
は
こ
の
門
の
他
に

は
な
い
。
昔
は
東
門
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
塗
り
つ
ぶ
さ
れ

て
い
る
。
壁
は
御
手
の
通
り
煉
瓦
で
で
き
て
い
る
が
、
こ
れ

は
普
通
の
煉
瓦
じ
ゃ
な
い
。
誰
に
も
そ
れ
を
傷
つ
け
た
り
壊

し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
。
大
砲
に
も
、
地
震
に

も
、
嵐
に
も
だ
」（10

） 
 

壁
は
い
び
つ
な
楕
円
形
を
描
き
、
街
の
四
方
を
取
り
囲
む
。
壊

す
こ
と
も
乗
り
越
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
一
方
の
門
は
塞
が
れ
て

い
て
、
も
う
一
方
の
門
は
屈
強
な
門
番
が
守
っ
て
い
る
た
め
、
出

口
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識

の
地
獄
」
を
、「
舵
の
曲
が
っ
た
ボ
ー
ト
」、「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ
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(40) 
 

「
影
」
は
「
僕
」
に
、「
森
」
の
過
酷
さ
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
に

説
く
。「
森
」
に
は
、「
街
」
と
は
異
な
り
、
黒
古
が
言
う
よ
う
な

「
安
住
」
は
な
い
。「
世
界
の
終
り
」
が
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
を
生
き
る
「
私
」
の
現
実
認
識
の
写
し
絵
で

あ
る
な
ら
ば
、「
街
」
を
追
わ
れ
「
森
」
で
生
き
る
こ
と
の
過
酷
さ

と
は
、
誰
も
が
心
を
失
く
し
て
生
き
て
い
る
時
代
の
中
を
、
心
を

保
っ
た
ま
ま
生
き
抜
く
こ
と
の
過
酷
さ
と
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ

る
。
し
か
し
「
僕
」
は
、
そ
の
よ
う
な
困
難
が
待
ち
構
え
て
い
る

こ
と
を
確
か
に
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
生
き
る
た
め
」

に
「
森
」
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
結
末
に
は
、
誰
も
が
心
を
失
く
し
て
し
ま
う
「
世
界
の
終

り
」
の
よ
う
な
時
代
に
対
す
る
、
作
家
の
抵
抗
、
ま
た
、
そ
の
決

意
の
強
さ
が
克
明
に
現
れ
て
い
る
。 
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前
章
で
は
、
結
末
に
お
け
る
「
僕
」
の
選
択
の
是
非
を
、「
壁
の

中
に
残
る
こ
と
」の
観
点
か
ら
検
討
し
た
が
、本
章
で
は
、「『
影
』

と
別
れ
る
こ
と
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
く
。 

 

本
作
の
結
末
で
、「
僕
」
と
別
れ
た
「
影
」
は
、
単
独
で
壁
を
脱

出
す
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
壁
が
完
全
性
、
無
限
円
環
、

ひ
い
て
は
「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
の
象
徴
で
あ
る

な
ら
ば
、「
影
」が
そ
こ
か
ら
脱
出
し
た
こ
と
は
、完
全
性
の
破
壊
、

無
限
円
環
の
終
焉
を
示
す
。
こ
こ
に
は
、
無
限
に
続
く
か
に
思
わ

れ
た
「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
も
、
い
ず
れ
は
打
ち

破
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
作
家
の
希
望
が
託
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、「
影
」
と
は
、
人
間
の
心
や
記
憶
の
母
胎
、
つ

ま
り
、
人
間
に
人
間
ら
し
さ
を
与
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
商
品
や

情
報
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、
人
間
か
ら
本
来
の
人
間
ら
し
さ
が
失
わ

れ
そ
う
に
な
る(

＝
「
影
」
が
人
間
か
ら
引
き
は
が
さ
れ
る)

時
代

に
お
い
て
も
、
人
間
ら
し
さ(

＝
「
影
」)

を
死
な
せ
ず
に
生
き
延

び
さ
せ
る
こ
と
が
、「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
を
脱
す

る
た
め
の
術
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
「
影
」
の
脱
出
は
物

語
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、「
影
」
と
別
れ
た
際
の
「
別
れ
方
」
に
つ
い
て
も
、
様
々

な
肯
定
的
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
は
少
年
時

代
、
兄
と
訪
れ
た
映
画
館
で
、
以
下
の
よ
う
な
体
験
に
遭
遇
し
て

い
る
。
映
画
館
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
と
あ
る
ダ
ム
の
映
像
が
映

し
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
水
流
の
影
が
う
つ
っ
て
い

る
の
が
見
え
た
。(

中
略)

そ
の
影
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、

や
が
て
そ
れ
は
私
自
身
の
影
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。(

中
略)

と
も
に
壁
の
外
へ
と
脱
出
す
る
選
択
を
一
つ
の
退
行
だ
と
す
る
。 

『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
に
お
い
て
は
、
脱
出―

―

つ
ま

り
、
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
こ
そ
が
、
壁
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る

「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法

で
あ
っ
た
。「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
も
、「
僕
」
は
壁
を
脱
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
、た
だ
、脱
出
す
る
こ
と
で
は
、も
は
や「
現

代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
を
克
服
で
き
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
加
藤
典
洋
が
述
べ
る
よ
う
に
「
か
つ
て
は
、
世
界
と
自
分
の

関
係
は
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
て
、
抑
圧
感
は
わ
た
し
達
に
生

き
難
さ
と
い
う
形
で
そ
の
世
界
か
ら
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
い
ま

は
違
う
。
い
ま
は
、
自
分
と
世
界
の
間
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
感

じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
わ
た
し
達
に
閉
塞
感
を
与
え
る
」
か
ら
で

あ
る

一
九

。
こ
の
世
界
認
識
の
変
化
を
、
作
家
も
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
作
家
は
、
脱
出
で
は
な
く
、
滞
留
と

い
う
新
し
い
打
開
策
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、「
世
界
の
終
り
」
の
「
僕
」
は
、
一
度
は
「
影
」
の
論
理

を
信
じ
、
壁
の
外
へ
出
る
こ
と
を
了
承
し
て
い
る
。
こ
れ
は
作
家

が
過
去
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
を
書
い
た
時
点
で
は
、
壁

の
外
へ
と
脱
出
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の

地
獄
」
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法
だ
と
信
じ
て
い
た
、
と
い
う
事

実
と
重
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
終
的
に
「
世
界
の
終
り
」

の
「
僕
」
は
、
壁
の
中
に
留
ま
る
こ
と
を
選
ぶ
。「
世
界
の
終
り
」

に
お
け
る
〈
脱
出
〉→

〈
滞
留
〉
と
い
う
「
僕
」
の
翻
意
は
そ
の

ま
ま
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
執
筆
時
点
か
ら
『
世
界
の
終

り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』執
筆
時
点
ま
で
の
、

作
家
自
身
の
モ
ラ
ル
の
変
化
・
前
進
を
写
し
取
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。 

ま
た
、
一
般
的
に
、
選
択
肢
Ａ
か
ら
選
択
肢
Ｂ
へ
と
選
択
を
翻

す
こ
と
は
、
最
初
か
ら
選
択
肢
Ｂ
を
選
ぶ
場
合
よ
り
も
、
強
い
意

志
を
必
要
と
す
る
。「
僕
」
の
翻
意
に
は
、
壁
の
中
に
残
る
、
と
い

う
「
僕
」
の
意
志
が
い
か
に
強
い
か
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
壁
の
中
に
残
る
こ
と
は
、
闘
う
こ
と
の
放

棄
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
作
家
が

強
い
意
志
と
と
も
に
打
ち
出
し
た
、
新
し
い
闘
い
方
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
黒
古
一
夫
は
「
僕
」
の
選
択
を
、「
意
識
下
の
世
界
に

安
住
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
捉
え
る
が
、
果

た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
僕
」が
留
ま
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
、

壁
の
中
で
は
あ
る
が
、「
街
」
で
は
な
い
。
作
家
は
「
僕
」
を
、
壁

の
外
で
も
「
街
」
で
も
な
い
、
第
三
の
場
所
「
森
」
へ
と
向
か
わ

せ
る
。 

 
 

 「
し
か
し
森
の
中
の
生
活
は
君
が
考
え
て
い
る
よ
り
ず
っ
と

大
変
な
も
の
だ
よ
。
森
は
街
と
は
何
か
ら
何
ま
で
ち
が
う
ん

だ
。生
き
る
た
め
の
労
働
は
厳
し
い
し
、冬
は
長
く
つ
ら
い
。

一
度
森
に
入
れ
ば
二
度
と
そ
こ
を
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

永
遠
に
君
は
そ
の
森
の
中
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
よ
」
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足
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踏
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こ
の
結
末
に
は
、
誰
も
が
心
を
失
く
し
て
し
ま
う
「
世
界
の
終

り
」
の
よ
う
な
時
代
に
対
す
る
、
作
家
の
抵
抗
、
ま
た
、
そ
の
決

意
の
強
さ
が
克
明
に
現
れ
て
い
る
。 
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に
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と
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で
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僕
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と
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た
「
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」
は
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で
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を
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で
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た
よ
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に
、
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が
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、
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、
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は
「
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に
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生
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の
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で
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の
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る
こ
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が
で
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る
、
と
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う
作
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の
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が
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る
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、「
影
」
と
は
、
人
間
の
心
や
記
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の
母
胎
、
つ

ま
り
、
人
間
に
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間
ら
し
さ
を
与
え
る
存
在
で
あ
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た
。
商
品
や

情
報
の
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に
よ
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て
、
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間
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ら
本
来
の
人
間
ら
し
さ
が
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わ

れ
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に
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代

に
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も
、
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を
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ず
に
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び
さ
せ
る
こ
と
が
、「
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代
に
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る
生
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の
地
獄
」
を
脱
す

る
た
め
の
術
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
「
影
」
の
脱
出
は
物

語
っ
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い
る
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ま
た
、「
影
」
と
別
れ
た
際
の
「
別
れ
方
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に
つ
い
て
も
、
様
々

な
肯
定
的
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
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「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
は
少
年
時

代
、
兄
と
訪
れ
た
映
画
館
で
、
以
下
の
よ
う
な
体
験
に
遭
遇
し
て

い
る
。
映
画
館
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
と
あ
る
ダ
ム
の
映
像
が
映

し
出
さ
れ
て
い
る
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ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
水
流
の
影
が
う
つ
っ
て
い

る
の
が
見
え
た
。(

中
略)

そ
の
影
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、

や
が
て
そ
れ
は
私
自
身
の
影
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。(

中
略)

と
も
に
壁
の
外
へ
と
脱
出
す
る
選
択
を
一
つ
の
退
行
だ
と
す
る
。 

『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
に
お
い
て
は
、
脱
出―

―

つ
ま

り
、
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
こ
そ
が
、
壁
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る

「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法

で
あ
っ
た
。「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
も
、「
僕
」
は
壁
を
脱
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
、た
だ
、脱
出
す
る
こ
と
で
は
、も
は
や「
現

代
に
お
け
る
生
・
意
識
の
地
獄
」
を
克
服
で
き
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
加
藤
典
洋
が
述
べ
る
よ
う
に
「
か
つ
て
は
、
世
界
と
自
分
の

関
係
は
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
て
、
抑
圧
感
は
わ
た
し
達
に
生

き
難
さ
と
い
う
形
で
そ
の
世
界
か
ら
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
い
ま

は
違
う
。
い
ま
は
、
自
分
と
世
界
の
間
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
感

じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
わ
た
し
達
に
閉
塞
感
を
与
え
る
」
か
ら
で

あ
る

一
九

。
こ
の
世
界
認
識
の
変
化
を
、
作
家
も
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
作
家
は
、
脱
出
で
は
な
く
、
滞
留
と

い
う
新
し
い
打
開
策
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、「
世
界
の
終
り
」
の
「
僕
」
は
、
一
度
は
「
影
」
の
論
理

を
信
じ
、
壁
の
外
へ
出
る
こ
と
を
了
承
し
て
い
る
。
こ
れ
は
作
家

が
過
去
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
を
書
い
た
時
点
で
は
、
壁

の
外
へ
と
脱
出
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
現
代
に
お
け
る
生
・
意
識
の

地
獄
」
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法
だ
と
信
じ
て
い
た
、
と
い
う
事

実
と
重
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
終
的
に
「
世
界
の
終
り
」

の
「
僕
」
は
、
壁
の
中
に
留
ま
る
こ
と
を
選
ぶ
。「
世
界
の
終
り
」

に
お
け
る
〈
脱
出
〉→

〈
滞
留
〉
と
い
う
「
僕
」
の
翻
意
は
そ
の

ま
ま
、『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』
執
筆
時
点
か
ら
『
世
界
の
終

り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』執
筆
時
点
ま
で
の
、

作
家
自
身
の
モ
ラ
ル
の
変
化
・
前
進
を
写
し
取
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。 

ま
た
、
一
般
的
に
、
選
択
肢
Ａ
か
ら
選
択
肢
Ｂ
へ
と
選
択
を
翻

す
こ
と
は
、
最
初
か
ら
選
択
肢
Ｂ
を
選
ぶ
場
合
よ
り
も
、
強
い
意

志
を
必
要
と
す
る
。「
僕
」
の
翻
意
に
は
、
壁
の
中
に
残
る
、
と
い

う
「
僕
」
の
意
志
が
い
か
に
強
い
か
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
壁
の
中
に
残
る
こ
と
は
、
闘
う
こ
と
の
放

棄
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
作
家
が

強
い
意
志
と
と
も
に
打
ち
出
し
た
、
新
し
い
闘
い
方
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
黒
古
一
夫
は
「
僕
」
の
選
択
を
、「
意
識
下
の
世
界
に

安
住
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
捉
え
る
が
、
果

た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
僕
」が
留
ま
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
、

壁
の
中
で
は
あ
る
が
、「
街
」
で
は
な
い
。
作
家
は
「
僕
」
を
、
壁

の
外
で
も
「
街
」
で
も
な
い
、
第
三
の
場
所
「
森
」
へ
と
向
か
わ

せ
る
。 

 
 

 「
し
か
し
森
の
中
の
生
活
は
君
が
考
え
て
い
る
よ
り
ず
っ
と

大
変
な
も
の
だ
よ
。
森
は
街
と
は
何
か
ら
何
ま
で
ち
が
う
ん

だ
。生
き
る
た
め
の
労
働
は
厳
し
い
し
、冬
は
長
く
つ
ら
い
。

一
度
森
に
入
れ
ば
二
度
と
そ
こ
を
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

永
遠
に
君
は
そ
の
森
の
中
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
よ
」
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と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
あ
ん
た
の
今
の
質
問
は
ま
っ
た
く

意
味
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る(6)

」と
突
っ
ぱ
ね
ら
れ
る
。

「
僕
」
は
、「
影
」
を
切
り
離
す
と
い
う
行
為
の
重
み
を
知
ら
な
い

ま
ま
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
一
度
目
の
別
れ
と
は
、「
影
」
と
別
れ
る
こ
と
の
意
味
も
知

ら
な
い
ま
ま
、
自
発
的
に
反
抗
や
抵
抗
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
そ

れ
を
な
し
崩
し
的
に
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
形
で
の
別

れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

対
し
て
、
二
度
目
の
別
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。
壁

の
中
に
残
る
こ
と
を
選
ん
だ
「
僕
」
に
対
し
て
、「
影
」
は
そ
の
理

由
を
問
う
。「
僕
」
の
言
い
分
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
君
に
は
悪
い
け
れ
ど
、
僕
は
僕
な
り
に
ず
い
ぶ
ん
考
え
た

ん
だ
。
一
人
で
こ
こ
に
残
る
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
君
の
言
う
よ
う
に
、
我
々
二

人
が
一
緒
に
古
い
世
界
に
戻
る
こ
と
が
物
事
の
筋
だ
と
い

う
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
が
僕
に
と
っ
て
の
本
当
の
現

実
だ
し
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
間
違
っ
た
選
択
だ
と
い

う
こ
と
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
僕
は
こ
こ
を
去
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ(40)

」 
 

「
僕
は
自
分
の
勝
手
に
作
り
だ
し
た
人
々
や
世
界
を
あ
と

に
放
り
だ
し
て
行
っ
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
。

君
に
は
悪
い
と
思
う
よ
。
本
当
に
悪
い
と
思
う
し
、
君
と
別

れ
る
の
は
つ
ら
い
。
で
も
僕
は
自
分
が
や
っ
た
こ
と
の
責
任

を
果
た
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
。(40)
」 

 

「
僕
」
は
「
影
」
と
別
れ
る
こ
と
の
意
味
を
「
よ
く
わ
か
っ
て

い
る
」。
し
か
し
そ
れ
で
も
、「
自
分
の
勝
手
に
作
り
だ
し
た
人
々

や
世
界
」
へ
の
連
帯
と
い
う
別
の
目
的
の
た
め
に
、「
影
」
と
別
れ

る
こ
と
を
、自
ら
の
意
志
で
選
択
し
た
の
で
あ
る
。主
体
性
、「
影
」

と
別
れ
る
意
味
に
つ
い
て
の
理
解
度
、
ど
ち
ら
を
取
っ
て
も
、
一

度
目
の
別
れ
か
ら
の
「
僕
」
の
成
長
が
見
て
取
れ
る
。
遠
藤
伸
治

と
樋
口
智
子
の
二
人
は
、
こ
の
「
影
」
と
の
別
れ
を
長
編
第
三
作

『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
に
お
け
る
「
鼠
」(

『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
「
影
」
に
相
当
す
る
存
在)

と
の
別
れ
と
比
較
し
て
、「「
影
」と
別
れ
る「
僕
」に
涙
は
な
く
、

「
僕
」
が
「
森
」
で
の
新
し
い
生
活
、
自
己
変
革
・
自
己
回
復
・

世
界
の
再
編
へ
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
る(

遠
藤)

」
二
十

「
お
互
い

に
自
ら
の
想
い
を
自
分
の
言
葉
で
語
り
あ
っ
た
末
の
、こ
の〈
影
〉

と
の
別
れ
に
は
、『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』の
よ
う
な
悲
壮
感
は
な
く
、

「
問
わ
ず
語
ら
ず
」
の
《
僕
》
を
乗
り
越
え
、
新
た
に
歩
み
だ
す

主
人
公
の
姿
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
」

二
一

と
述
べ
る
。
過
去
作
と

比
較
し
て
も
、
同
作
品
内
の
一
度
目
の
別
れ
と
比
較
し
て
も
、
こ

の
別
れ
に
は
、「
僕
」
の
成
長
・
前
進
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
映
画
館
の
椅
子
に
腰
か
け
、
そ
ん
な
私
自
身
の
影
を
じ

っ
と
眺
め
て
い
た
。
そ
れ
が
私
自
身
の
影
で
あ
る
こ
と
は
す

ぐ
に
わ
か
っ
た
が
、
映
画
館
の
一
観
客
で
あ
る
私
に
は
そ
れ

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
私
は
ま
だ
九
歳
か
十
歳
の
無
力
な
少
年
だ
っ
た
。

あ
る
い
は
私
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
か
け
よ
っ
て
私
の
影
を
と

り
戻
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
し
、
あ
る
い
は

映
写
室
に
と
び
こ
ん
で
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
奪
い
と
る
べ
き

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
す
る
こ
と
が
正
当

な
こ
と
な
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
私
は
何
も
せ
ず
に
、
じ
っ
と
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
影
を

見
つ
め
て
い
た
。(

中
略)

影
は
口
を
き
く
こ
と
も
で
き
ず
、

手
ま
ね
で
何
か
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
影
は
た
し
か
に
私
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
た
。(23) 

 

一
見
す
る
と
不
可
解
な
シ
ー
ン
だ
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

の
は
、「
影
」
の
剝
奪
で
あ
る
。「
影
」
が
「
私
」
か
ら
奪
い
取
ら

れ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
直
接
的
な
描
写
は
な
い
が
、「
と
り
戻

す
べ
き
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、「
私
」
に
「
影
」
が
属
し

て
い
る
状
態
が
本
来
の
あ
る
べ
き
形
で
あ
り
、今「
影
」は「
私
」

か
ら
引
き
は
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
分
か
る
。こ
の
体
験
が
、「
私
」

の
無
意
識
に
ト
ラ
ウ
マ
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
。
博
士
が
言
う
よ
う

に
、「
世
界
の
終
り
」
の
成
り
立
ち
に
は
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
の
「
幼
児
体
験
・
家
庭
環
境
・
エ

ゴ
の
過
剰
な
客
体
化
・
罪
悪
感(25)

」
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。 

 

こ
の
出
来
事
は
、「
私
」が「
九
歳
か
十
歳
」の
頃
の「
幼
児
体
験
」

で
あ
り
、
ま
た
、「
私
」
は
「
影
」
を
「
と
り
戻
す
」
こ
と
も
「
奪

い
と
る
」こ
と
も
で
き
ず
に
、「
じ
っ
と
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
影
を

見
つ
め
て
い
た
」
こ
と
に
「
罪
悪
感
」
を
抱
い
て
い
た
に
違
い
な

い
。
こ
の
「
幼
児
体
験
」
と
、
そ
の
際
に
感
じ
て
い
た
「
罪
悪
感
」

が
、「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
人
々
は
皆
「
影
」
を
剥
奪
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
作
り
出
し
た
の
だ
ろ
う
。 

こ
れ
が
、「
僕(

私)

」
と
「
影
」
の
一
度
目
の
別
れ
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
、「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、「
僕
」
は
「
影
」

と
の
二
度
目
の
別
れ
を
経
験
す
る
。
壁
の
中
に
残
る
「
僕
」
を
残

し
て
、「
影
」
が
壁
の
外
へ
と
出
て
い
く
シ
ー
ン
で
あ
る
。
一
度
目

の
別
れ
の
際
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」

は
、前
述
の
通
り
、「
影
」を「
と
り
戻
す
」こ
と
も「
奪
い
と
る
」

こ
と
も
で
き
ず
に
、「
じ
っ
と
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
影
を
見
つ
め

て
い
た
」。「
世
界
の
終
り
」
の
「
僕
」
は
、「
影
」
を
切
り
離
し
た

直
後
、「
も
し
僕
が
影
を
返
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？(6)

」
と
門
番
に
尋
ね
る
が
、
そ
の

要
求
は
、「
あ
ん
た
は
ど
う
も
こ
の
街
の
仕
組
が
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
よ
う
だ
な(6)

」「
こ
の
街
で
は
誰
も
影
を
持
つ
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
一
度
こ
の
街
に
入
っ
た
も
の
は
二
度
と
外
に
で
る
こ
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と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
あ
ん
た
の
今
の
質
問
は
ま
っ
た
く

意
味
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る(6)

」と
突
っ
ぱ
ね
ら
れ
る
。

「
僕
」
は
、「
影
」
を
切
り
離
す
と
い
う
行
為
の
重
み
を
知
ら
な
い

ま
ま
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
一
度
目
の
別
れ
と
は
、「
影
」
と
別
れ
る
こ
と
の
意
味
も
知

ら
な
い
ま
ま
、
自
発
的
に
反
抗
や
抵
抗
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
そ

れ
を
な
し
崩
し
的
に
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
形
で
の
別

れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

対
し
て
、
二
度
目
の
別
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。
壁

の
中
に
残
る
こ
と
を
選
ん
だ
「
僕
」
に
対
し
て
、「
影
」
は
そ
の
理

由
を
問
う
。「
僕
」
の
言
い
分
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
君
に
は
悪
い
け
れ
ど
、
僕
は
僕
な
り
に
ず
い
ぶ
ん
考
え
た

ん
だ
。
一
人
で
こ
こ
に
残
る
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
君
の
言
う
よ
う
に
、
我
々
二

人
が
一
緒
に
古
い
世
界
に
戻
る
こ
と
が
物
事
の
筋
だ
と
い

う
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
が
僕
に
と
っ
て
の
本
当
の
現

実
だ
し
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
間
違
っ
た
選
択
だ
と
い

う
こ
と
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
僕
は
こ
こ
を
去
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ(40)

」 
 

「
僕
は
自
分
の
勝
手
に
作
り
だ
し
た
人
々
や
世
界
を
あ
と

に
放
り
だ
し
て
行
っ
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
。

君
に
は
悪
い
と
思
う
よ
。
本
当
に
悪
い
と
思
う
し
、
君
と
別

れ
る
の
は
つ
ら
い
。
で
も
僕
は
自
分
が
や
っ
た
こ
と
の
責
任

を
果
た
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
。(40)

」 
 

「
僕
」
は
「
影
」
と
別
れ
る
こ
と
の
意
味
を
「
よ
く
わ
か
っ
て

い
る
」。
し
か
し
そ
れ
で
も
、「
自
分
の
勝
手
に
作
り
だ
し
た
人
々

や
世
界
」
へ
の
連
帯
と
い
う
別
の
目
的
の
た
め
に
、「
影
」
と
別
れ

る
こ
と
を
、自
ら
の
意
志
で
選
択
し
た
の
で
あ
る
。主
体
性
、「
影
」

と
別
れ
る
意
味
に
つ
い
て
の
理
解
度
、
ど
ち
ら
を
取
っ
て
も
、
一

度
目
の
別
れ
か
ら
の
「
僕
」
の
成
長
が
見
て
取
れ
る
。
遠
藤
伸
治

と
樋
口
智
子
の
二
人
は
、
こ
の
「
影
」
と
の
別
れ
を
長
編
第
三
作

『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
に
お
け
る
「
鼠
」(

『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
「
影
」
に
相
当
す
る
存
在)

と
の
別
れ
と
比
較
し
て
、「「
影
」と
別
れ
る「
僕
」に
涙
は
な
く
、

「
僕
」
が
「
森
」
で
の
新
し
い
生
活
、
自
己
変
革
・
自
己
回
復
・

世
界
の
再
編
へ
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
る(

遠
藤)

」
二
十

「
お
互
い

に
自
ら
の
想
い
を
自
分
の
言
葉
で
語
り
あ
っ
た
末
の
、こ
の〈
影
〉

と
の
別
れ
に
は
、『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』の
よ
う
な
悲
壮
感
は
な
く
、

「
問
わ
ず
語
ら
ず
」
の
《
僕
》
を
乗
り
越
え
、
新
た
に
歩
み
だ
す

主
人
公
の
姿
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
」

二
一

と
述
べ
る
。
過
去
作
と

比
較
し
て
も
、
同
作
品
内
の
一
度
目
の
別
れ
と
比
較
し
て
も
、
こ

の
別
れ
に
は
、「
僕
」
の
成
長
・
前
進
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
映
画
館
の
椅
子
に
腰
か
け
、
そ
ん
な
私
自
身
の
影
を
じ

っ
と
眺
め
て
い
た
。
そ
れ
が
私
自
身
の
影
で
あ
る
こ
と
は
す

ぐ
に
わ
か
っ
た
が
、
映
画
館
の
一
観
客
で
あ
る
私
に
は
そ
れ

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
私
は
ま
だ
九
歳
か
十
歳
の
無
力
な
少
年
だ
っ
た
。

あ
る
い
は
私
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
か
け
よ
っ
て
私
の
影
を
と

り
戻
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
し
、
あ
る
い
は

映
写
室
に
と
び
こ
ん
で
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
奪
い
と
る
べ
き

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
す
る
こ
と
が
正
当

な
こ
と
な
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
私
は
何
も
せ
ず
に
、
じ
っ
と
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
影
を

見
つ
め
て
い
た
。(

中
略)

影
は
口
を
き
く
こ
と
も
で
き
ず
、

手
ま
ね
で
何
か
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
影
は
た
し
か
に
私
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
た
。(23) 

 

一
見
す
る
と
不
可
解
な
シ
ー
ン
だ
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

の
は
、「
影
」
の
剝
奪
で
あ
る
。「
影
」
が
「
私
」
か
ら
奪
い
取
ら

れ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
直
接
的
な
描
写
は
な
い
が
、「
と
り
戻

す
べ
き
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、「
私
」
に
「
影
」
が
属
し

て
い
る
状
態
が
本
来
の
あ
る
べ
き
形
で
あ
り
、今「
影
」は「
私
」

か
ら
引
き
は
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
分
か
る
。こ
の
体
験
が
、「
私
」

の
無
意
識
に
ト
ラ
ウ
マ
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
。
博
士
が
言
う
よ
う

に
、「
世
界
の
終
り
」
の
成
り
立
ち
に
は
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
「
私
」
の
「
幼
児
体
験
・
家
庭
環
境
・
エ

ゴ
の
過
剰
な
客
体
化
・
罪
悪
感(25)

」
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。 

 

こ
の
出
来
事
は
、「
私
」が「
九
歳
か
十
歳
」の
頃
の「
幼
児
体
験
」

で
あ
り
、
ま
た
、「
私
」
は
「
影
」
を
「
と
り
戻
す
」
こ
と
も
「
奪

い
と
る
」こ
と
も
で
き
ず
に
、「
じ
っ
と
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
影
を

見
つ
め
て
い
た
」
こ
と
に
「
罪
悪
感
」
を
抱
い
て
い
た
に
違
い
な

い
。
こ
の
「
幼
児
体
験
」
と
、
そ
の
際
に
感
じ
て
い
た
「
罪
悪
感
」

が
、「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
人
々
は
皆
「
影
」
を
剥
奪
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
作
り
出
し
た
の
だ
ろ
う
。 

こ
れ
が
、「
僕(

私)

」
と
「
影
」
の
一
度
目
の
別
れ
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
、「
世
界
の
終
り
」
に
お
い
て
、「
僕
」
は
「
影
」

と
の
二
度
目
の
別
れ
を
経
験
す
る
。
壁
の
中
に
残
る
「
僕
」
を
残

し
て
、「
影
」
が
壁
の
外
へ
と
出
て
い
く
シ
ー
ン
で
あ
る
。
一
度
目

の
別
れ
の
際
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」

は
、前
述
の
通
り
、「
影
」を「
と
り
戻
す
」こ
と
も「
奪
い
と
る
」

こ
と
も
で
き
ず
に
、「
じ
っ
と
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
影
を
見
つ
め

て
い
た
」。「
世
界
の
終
り
」
の
「
僕
」
は
、「
影
」
を
切
り
離
し
た

直
後
、「
も
し
僕
が
影
を
返
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？(6)

」
と
門
番
に
尋
ね
る
が
、
そ
の

要
求
は
、「
あ
ん
た
は
ど
う
も
こ
の
街
の
仕
組
が
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
よ
う
だ
な(6)

」「
こ
の
街
で
は
誰
も
影
を
持
つ
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
一
度
こ
の
街
に
入
っ
た
も
の
は
二
度
と
外
に
で
る
こ
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じ
込
め
ら
れ
た
「
私
」
を
い
つ
か
よ
み
が
え
ら
せ
る
可
能
性
を
も

つ
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、「
私
」
は

再
び
現
実
世
界
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

ま
た
、
つ
な
が
り
は
、
音
楽
に
お
い
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ

た
。門
番
が
言
う
よ
う
に
、「
楽
器
と
い
う
も
の
は
原
則
と
し
て
こ

の
街
に
は
存
在
し
な
い(24)

」。
一
方
で
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の

「
唄
は
私
の
母
に
結
び
つ
い
て
、
私
の
母
は
私
の
心
に
結
び
つ
い

て
い
る(36)

」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
音
楽
と

は
失
わ
れ
た
心
を
取
り
戻
す
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。「
僕
」
は
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
を
取
り
戻
す
た
め

に
、「
発
電
所(

街
と
森
の
中
間
地
点)

」
で
手
に
入
れ
た
手
風
琴
で

音
楽
を
奏
で
よ
う
と
す
る
が
、初
め
は
う
ま
く
い
か
な
い
。「
そ
れ

は
た
だ
の
音
階
の
羅
列
に
す
ぎ
ず
、
僕
を
ど
の
よ
う
な
場
所
に
も

導
か
な
か
っ
た(30)

」
と
い
う
描
写
が
示
す
よ
う
に
、
音
階
ど
う

し
に
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
唄
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
最
終
的
に
「
僕
」
は
『
ダ
ニ
ー
・
ボ
ー
イ
』
と
い
う
唄
を
思

い
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
そ
の
と
き
「
僕
」
が
考
え
て
い
た

の
は
、
図
書
館
司
書
の
女
性
、
大
佐
、
発
電
所
の
管
理
人
や
門
番

と
い
っ
た
、「
世
界
の
終
り
」の
様
々
な
人
々
と
様
々
な
風
景
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。「
こ
の
街
の
中
の
す
べ
て
の
風
景
と
人
々
を
愛

す
る
こ
と
が
で
き
る(36)

」よ
う
に
な
り
、「
世
界
の
終
り
」の
人
々

や
世
界
そ
の
も
の
と
の
間
に
つ
な
が
り
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、

「
僕
」
は
つ
い
に
音
楽
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。 

 

「
僕
」
と
「
世
界
の
終
り
」
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て

紡
が
れ
た
音
楽
は
、
意
識
下
の
世
界
に
お
い
て
心
を
再
生
さ
せ
、

「
私
」
と
博
士
の
孫
娘
と
の
つ
な
が
り
は
、
い
つ
か
「
私
」
を
意

識
下
の
世
界
か
ら
現
実
世
界
へ
と
再
生
さ
せ
る
。
作
家
は
こ
こ
に
、

一
度
「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」
の
中
に
籠
り
、
そ
れ
を
克
服
し
て
か

ら
新
し
い
時
代
へ
と
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、
と
い
う
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
社
会
と
の
向
き
合
い
方
を
提
示
し
て
い
る
。 

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」「
世
界
に
よ
る

閉
塞
」と
は
、加
藤
典
洋
の
言
葉
で
あ
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が「
自

分
に
よ
る
閉
塞
」
の
時
代
、
そ
れ
以
前
が
「
世
界
の
閉
塞
」
の
時

代
で
あ
り
、「
自
分
と
世
界
の
間
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
感
じ
ら

れ
な
い
」ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
い
て
は
、「
こ
の
世
界
は
間
違
っ
て

い
る
」
と
い
う
、
正
し
い
だ
け
の
論
理
は
も
は
や
役
に
立
た
な
い

二
三

。
す
な
わ
ち
、「
影
」
の
誘
い
に
乗
り
、
間
違
っ
て
い
る
世
界
か

ら
脱
出
す
る
、
と
い
う
方
法
は
、「
世
界
に
よ
る
閉
塞
」
に
対
し
て

は
有
効
で
あ
っ
て
も
、「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」に
は
意
味
を
な
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
作
家
は
、
一
度
「
自
分
に
よ
る

閉
塞
」
を
受
け
入
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
度
「
僕(

私)

」
を
「
世
界

の
終
り
」
に
留
ま
ら
せ
る
、
と
い
う
結
末
を
取
る
。
博
士
が
言
う

よ
う
に
、「
世
界
の
終
り
」
と
は
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
」(=

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会)

の
「
私
」
が
「
失
っ
た
も
の

を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る(25)

」
場
所
で
あ
っ
た
。「
僕
」
は

そ
こ
で
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心(

＝
他
者
と
の
心
の
つ
な
が

四四
❘❘
二二  

「「
忘忘
れれ
なな
いい
」」
のの
ババ
トト
ンン  

 
「
影
」
と
の
別
れ
際
、「
僕
」
は
「
影
」
に
「
君
の
こ
と
は
忘
れ

な
い
よ(40)
」
と
言
う
。 

加
茂
い
づ
み
が
、「「
影
」
は
「
僕
」
に
「
忘
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
で
「
僕
」
の
中
に
重
要
な
記
憶
と
し
て
生
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
述
べ
る
よ
う
に

二
二

、
こ
の
「
忘
れ
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
、「
僕
」
と
「
影
」
の
間
に
つ
な
が
り
を
作
り
出
す
た
め

の
重
要
な
言
葉
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」は
、

現
実
で
の
死
を
迎
え
る
直
前
、博
士
の
孫
娘
か
ら
、「
あ
な
た
が
も

し
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
死
ぬ
ま
で
ず
っ

と
あ
な
た
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
ら
。
私
の
心
の
中
か
ら
は
あ

な
た
は
失
わ
れ
な
い
の
よ
。
そ
の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
ね

(39)

」と
い
う
言
葉
を
贈
ら
れ
る
。こ
の
言
葉
は
、「
世
界
の
終
り
」

に
お
い
て
「
僕
」
が
「
影
」
に
向
け
た
「
忘
れ
な
い
」
と
い
う
言

葉
と
重
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。 

物
語
上
の
前
後
関
係
で
言
え
ば
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド(39)

」
で
博
士
の
孫
娘
が
「
私
」
に
向
け
て
「
覚
え
て

い
る
わ
」と
言
っ
た
あ
と
、「
世
界
の
終
り(40)

」で「
僕
」は「
影
」

に
「
忘
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
二
つ
の
世
界
の
間
に
は
因
果

関
係
が
存
在
し
、
現
実
世
界
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」
を
生
き
る
「
私
」
の
現
実
認
識
が
、
形
象
と
し
て
「
世
界

の
終
り
」
に
浮
か
び
上
が
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
僕
」
が
「
影
」

に「
忘
れ
な
い
」と
言
え
た
の
は
、「
私
」が
博
士
の
孫
娘
か
ら「
覚

え
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
し
て
も
違

和
感
は
な
い
。 

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
孫
娘
の
「
覚
え
て
い
る
わ
」
と
い

う
言
葉
は
、
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
の
「
ね
え
、
私
も

あ
な
た
の
限
定
さ
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
に
入
り
こ
む
こ
と
は

で
き
る
か
し
ら
？(39)

」
と
い
う
言
葉
と
並
ん
で
、「
私
」
が
他
者

と
の
心
の
つ
な
が
り
を
新
し
く
獲
得
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
言

葉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
葉
に
感
化
さ
れ
、
他
者
と
の
つ
な
が

り
を
取
り
戻
し
た
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」は
、「
世
界
の
終
り
」で
は「
僕
」

と
し
て
、「
影
」
に
同
じ
言
葉
を
贈
る
。
博
士
の
孫
娘
や
図
書
館
の

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
か
ら
手
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
は
、「
私
」
と

「
僕
」
の
間
に
あ
る
現
実
世
界
と
意
識
世
界
の
壁
す
ら
も
越
え
て

「
影
」
へ
と
つ
な
が
れ
、
つ
い
に
「
僕(

私)

」
と
「
影
」
は
和
解
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。 

 

五五
、、
つつ
なな
がが
りり
とと
再再
生生  

 
そ
も
そ
も
本
作
に
お
い
て
、「
つ
な
が
り
」と
は
何
を
示
す
も
の

だ
っ
た
か
。 

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
博
士
の
孫
娘
は
、
意
識
の
核
に
閉
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じ
込
め
ら
れ
た
「
私
」
を
い
つ
か
よ
み
が
え
ら
せ
る
可
能
性
を
も

つ
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、「
私
」
は

再
び
現
実
世
界
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

ま
た
、
つ
な
が
り
は
、
音
楽
に
お
い
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ

た
。門
番
が
言
う
よ
う
に
、「
楽
器
と
い
う
も
の
は
原
則
と
し
て
こ

の
街
に
は
存
在
し
な
い(24)

」。
一
方
で
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の

「
唄
は
私
の
母
に
結
び
つ
い
て
、
私
の
母
は
私
の
心
に
結
び
つ
い

て
い
る(36)

」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
音
楽
と

は
失
わ
れ
た
心
を
取
り
戻
す
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。「
僕
」
は
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心
を
取
り
戻
す
た
め

に
、「
発
電
所(

街
と
森
の
中
間
地
点)
」
で
手
に
入
れ
た
手
風
琴
で

音
楽
を
奏
で
よ
う
と
す
る
が
、初
め
は
う
ま
く
い
か
な
い
。「
そ
れ

は
た
だ
の
音
階
の
羅
列
に
す
ぎ
ず
、
僕
を
ど
の
よ
う
な
場
所
に
も

導
か
な
か
っ
た(30)

」
と
い
う
描
写
が
示
す
よ
う
に
、
音
階
ど
う

し
に
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
唄
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
最
終
的
に
「
僕
」
は
『
ダ
ニ
ー
・
ボ
ー
イ
』
と
い
う
唄
を
思

い
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
そ
の
と
き
「
僕
」
が
考
え
て
い
た

の
は
、
図
書
館
司
書
の
女
性
、
大
佐
、
発
電
所
の
管
理
人
や
門
番

と
い
っ
た
、「
世
界
の
終
り
」の
様
々
な
人
々
と
様
々
な
風
景
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。「
こ
の
街
の
中
の
す
べ
て
の
風
景
と
人
々
を
愛

す
る
こ
と
が
で
き
る(36)

」よ
う
に
な
り
、「
世
界
の
終
り
」の
人
々

や
世
界
そ
の
も
の
と
の
間
に
つ
な
が
り
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、

「
僕
」
は
つ
い
に
音
楽
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。 

 

「
僕
」
と
「
世
界
の
終
り
」
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て

紡
が
れ
た
音
楽
は
、
意
識
下
の
世
界
に
お
い
て
心
を
再
生
さ
せ
、

「
私
」
と
博
士
の
孫
娘
と
の
つ
な
が
り
は
、
い
つ
か
「
私
」
を
意

識
下
の
世
界
か
ら
現
実
世
界
へ
と
再
生
さ
せ
る
。
作
家
は
こ
こ
に
、

一
度
「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」
の
中
に
籠
り
、
そ
れ
を
克
服
し
て
か

ら
新
し
い
時
代
へ
と
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、
と
い
う
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
社
会
と
の
向
き
合
い
方
を
提
示
し
て
い
る
。 

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」「
世
界
に
よ
る

閉
塞
」と
は
、加
藤
典
洋
の
言
葉
で
あ
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が「
自

分
に
よ
る
閉
塞
」
の
時
代
、
そ
れ
以
前
が
「
世
界
の
閉
塞
」
の
時

代
で
あ
り
、「
自
分
と
世
界
の
間
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
感
じ
ら

れ
な
い
」ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
い
て
は
、「
こ
の
世
界
は
間
違
っ
て

い
る
」
と
い
う
、
正
し
い
だ
け
の
論
理
は
も
は
や
役
に
立
た
な
い

二
三

。
す
な
わ
ち
、「
影
」
の
誘
い
に
乗
り
、
間
違
っ
て
い
る
世
界
か

ら
脱
出
す
る
、
と
い
う
方
法
は
、「
世
界
に
よ
る
閉
塞
」
に
対
し
て

は
有
効
で
あ
っ
て
も
、「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」に
は
意
味
を
な
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
作
家
は
、
一
度
「
自
分
に
よ
る

閉
塞
」
を
受
け
入
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
度
「
僕(

私)

」
を
「
世
界

の
終
り
」
に
留
ま
ら
せ
る
、
と
い
う
結
末
を
取
る
。
博
士
が
言
う

よ
う
に
、「
世
界
の
終
り
」
と
は
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
」(=

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会)

の
「
私
」
が
「
失
っ
た
も
の

を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る(25)

」
場
所
で
あ
っ
た
。「
僕
」
は

そ
こ
で
、
図
書
館
司
書
の
女
性
の
心(

＝
他
者
と
の
心
の
つ
な
が

四四
❘❘
二二  

「「
忘忘
れれ
なな
いい
」」
のの
ババ
トト
ンン  

 

「
影
」
と
の
別
れ
際
、「
僕
」
は
「
影
」
に
「
君
の
こ
と
は
忘
れ

な
い
よ(40)

」
と
言
う
。 

加
茂
い
づ
み
が
、「「
影
」
は
「
僕
」
に
「
忘
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
で
「
僕
」
の
中
に
重
要
な
記
憶
と
し
て
生
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
述
べ
る
よ
う
に

二
二

、
こ
の
「
忘
れ
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
、「
僕
」
と
「
影
」
の
間
に
つ
な
が
り
を
作
り
出
す
た
め

の
重
要
な
言
葉
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」は
、

現
実
で
の
死
を
迎
え
る
直
前
、博
士
の
孫
娘
か
ら
、「
あ
な
た
が
も

し
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
死
ぬ
ま
で
ず
っ

と
あ
な
た
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
ら
。
私
の
心
の
中
か
ら
は
あ

な
た
は
失
わ
れ
な
い
の
よ
。
そ
の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
ね

(39)

」と
い
う
言
葉
を
贈
ら
れ
る
。こ
の
言
葉
は
、「
世
界
の
終
り
」

に
お
い
て
「
僕
」
が
「
影
」
に
向
け
た
「
忘
れ
な
い
」
と
い
う
言

葉
と
重
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。 

物
語
上
の
前
後
関
係
で
言
え
ば
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド(39)

」
で
博
士
の
孫
娘
が
「
私
」
に
向
け
て
「
覚
え
て

い
る
わ
」と
言
っ
た
あ
と
、「
世
界
の
終
り(40)

」で「
僕
」は「
影
」

に
「
忘
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
二
つ
の
世
界
の
間
に
は
因
果

関
係
が
存
在
し
、
現
実
世
界
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」
を
生
き
る
「
私
」
の
現
実
認
識
が
、
形
象
と
し
て
「
世
界

の
終
り
」
に
浮
か
び
上
が
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
僕
」
が
「
影
」

に「
忘
れ
な
い
」と
言
え
た
の
は
、「
私
」が
博
士
の
孫
娘
か
ら「
覚

え
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
し
て
も
違

和
感
は
な
い
。 

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
孫
娘
の
「
覚
え
て
い
る
わ
」
と
い

う
言
葉
は
、
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
の
「
ね
え
、
私
も

あ
な
た
の
限
定
さ
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
に
入
り
こ
む
こ
と
は

で
き
る
か
し
ら
？(39)

」
と
い
う
言
葉
と
並
ん
で
、「
私
」
が
他
者

と
の
心
の
つ
な
が
り
を
新
し
く
獲
得
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
言

葉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
葉
に
感
化
さ
れ
、
他
者
と
の
つ
な
が

り
を
取
り
戻
し
た
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の「
私
」は
、「
世
界
の
終
り
」で
は「
僕
」

と
し
て
、「
影
」
に
同
じ
言
葉
を
贈
る
。
博
士
の
孫
娘
や
図
書
館
の

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
か
ら
手
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
は
、「
私
」
と

「
僕
」
の
間
に
あ
る
現
実
世
界
と
意
識
世
界
の
壁
す
ら
も
越
え
て

「
影
」
へ
と
つ
な
が
れ
、
つ
い
に
「
僕(

私)

」
と
「
影
」
は
和
解
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。 

 

五五
、、
つつ
なな
がが
りり
とと
再再
生生  

 

そ
も
そ
も
本
作
に
お
い
て
、「
つ
な
が
り
」と
は
何
を
示
す
も
の

だ
っ
た
か
。 

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
博
士
の
孫
娘
は
、
意
識
の
核
に
閉

- 107 -



る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
変
遷
か
ら
、
作
家
自
身
の
変
化
を
見
て
取

り
た
い
。 

『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
に

登
場
す
る「
影
」は
、間
違
っ
て
い
る
世
界
を「
間
違
っ
て
い
る
」

と
主
張
し
、
そ
こ
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
点
で
、「
鼠
」
同
様
、

否
定
性
そ
の
も
の
と
言
え
る
。村
上
は
、本
作
の
結
末
に
お
い
て
、

そ
ん
な
「
影
」
を
死
な
せ
る
こ
と
な
く
、「
君
の
こ
と
は
忘
れ
な
い

よ
」
と
悲
哀
を
も
っ
て
そ
の
う
し
ろ
姿
を
見
送
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作

『
風
の
歌
を
聴
け
』
に
表
れ
て
い
た
、
否
定
性
に
対
す
る
同
情
的

な
姿
勢
は
未
だ
健
在
で
あ
る
。 

一
方
で
、
そ
こ
に
は
変
化
も
あ
る
。 

『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
「
僕
」
が
否
定
性
を
捨
て
て
新
し
い
時

代
の
肯
定
的
な
空
気
感
に
染
ま
っ
て
い
っ
た
の
は
、
時
代
の
潮
流

に
「
流
さ
れ
る
ま
ま
」
の
感
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
世
界
の
終
り

と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
「
僕
」
は
、
自
ら

の
責
任
感
に
基
づ
い
て
明
確
に
、
否
定
（「
影
」）
を
否
定
す
る
こ

と
を
選
択
し
て
い
る
。
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
「
僕
」
の
決
意
は
、

「
影
」の
主
張
の
絶
対
的
な
正
し
さ
を
押
し
返
す
ほ
ど
に
、強
く
、

重
い
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
は
、
こ
の
作
品
が
、〈
終
わ

り
〉
を
描
い
た
『
風
の
歌
を
聴
け
』
と
は
異
な
り
、〈
終
わ
り
の
後

( 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン) 

〉
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
、
時
代
の
潮
流
に
流
さ
れ

る
ま
ま
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
加
藤
典
洋
が
言
う
よ
う
な
「
自
分
に

よ
る
閉
塞
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

社
会
に
お
い
て
は
、
間
違
っ
た
こ
と
を
「
間
違
っ
て
い
る
」
と
否

定
す
る
だ
け
の
単
純
な
否
定
性
は
「
わ
た
し
達
の
生
き
る
足
場
に

は
な
り
得
な
い
」
の
が
、
こ
の
時
代
の
難
し
さ
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
流
さ
れ
る
ま
ま
妥
協
で
「
世
界
の
終
り
」
に
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
、「
影
」
の
古
い
論
理
に
従
い
「
世
界
の
終
り
」
か
ら
脱
出
す

る
こ
と
、
ど
ち
ら
の
選
択
肢
を
選
ん
で
も
、
そ
こ
に
新
た
な
文
学

的
達
成
は
な
い
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
進
退
窮
ま
る
状
況
の
な
か
で
も
、
村
上

は
立
ち
向
か
い
続
け
る
。
本
論
の
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
村

上
が
打
ち
立
て
た
の
は
、
一
度
「
世
界
の
終
り
」
に
留
ま
り
、
そ

こ
で
失
わ
れ
た
も
の(

＝
他
者
と
の
心
の
つ
な
が
り)

を
取
り
戻
し
、

一
方
で
は
失
わ
れ
た
も
の(

＝
「
影
」)

に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い

時
代
を
生
き
抜
く
だ
け
の
力
を
蓄
え
て
か
ら
、
現
実
世
界
「
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
へ
と
再
生
す
る
、
と
い
う
第

三
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
影
」
は
、「
僕
」
か
ら
失
わ
れ

て
し
ま
う
が
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
博
士

が
、「
進
化
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。進
化
は
常
に
つ

ら
く
、
そ
し
て
さ
び
し
い
。
楽
し
い
進
化
と
い
う
も
の
は
あ
り
え

ん
で
す(5)

」
と
言
う
よ
う
に
、「
影
」
と
の
別
れ
は
、
必
ず
し
も

退
化
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。「
僕(

私)

」
と
村
上
は
、
つ
ら

く
、
さ
び
し
い
進
化
の
道
を
往
く
。 

『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
六
年
、
時
代
が
混
迷
を
極
め
る
と
と

り)
を
取
り
戻
し
、
ま
た
、
自
ら
の
「
影
」
と
の
つ
な
が
り
を
修
復

す
る
（
ち
な
み
に
、「
影
」
と
の
和
解
を
可
能
に
し
た
の
も
ま
た
、

「
私
」
と
博
士
の
孫
娘
・
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
と
の
間
に
あ
る

つ
な
が
り
で
あ
っ
た
）。
加
茂
い
づ
み
は
、「「
影
」
と
い
う
自
分
の

中
の
異
質
な
存
在
を
、
簡
単
に
切
り
捨
て
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

統
合
を
は
か
る
」
こ
の
心
的
作
業
を
経
て
、「「
僕
」
は
ま
す
ま
す

自
分
ら
し
い「
僕
」に
な
る
、つ
ま
り
ユ
ン
グ
の
い
う「
個
性
化
」

の
道
を
辿
っ
て
ゆ
く
」
と
述
べ
て
い
る

二
四

。 

そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
「
世
界
の
終
り
」
の
な
か
で
成
長
し

た
「
僕
」
は
、
博
士
の
孫
娘
の
手
に
よ
っ
て
、「
私
」
と
し
て
再
び

「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
よ
み
が
え
る
。
こ

の
「
私
」
は
も
は
や
以
前
の
「
私
」
で
は
な
い
。
他
者
と
の
つ
な

が
り
を
獲
得
し
、「
個
性
化
」
を
果
た
し
、「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」

を
受
け
入
れ
、
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
「
私
」
が
、
そ
こ
に
い
る
。 

 

六六
、、
作作
家家
のの
進進
化化
・・
総総
括括  

 
 

村
上
春
樹
の
初
期
作
品
群
を
は
じ
め
と
し
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

期
の
文
学
作
品
は
、「
否
定
性
の
否
定
」に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。

「
否
定
性
の
否
定
」
と
は
、
そ
も
そ
も
、
否
定
性
と
は
何
か
。
加

藤
典
洋
曰
く
、否
定
性
と
は
、「
国
家
な
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
、

富
者
な
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
、
現
在
の
社
会
を
構
成
し
て
い

る
理
不
尽
な
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
、
世
の
中
の
不
合
理
を
正

当
化
す
る
権
威
と
権
力
と
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
」、「
こ
の
否

定
性
が
、
身
分
制
を
倒
し
、
近
代
社
会
を
実
現
し
、
こ
れ
を
よ
り

民
主
的
な
社
会
へ
と
推
進
さ
せ
て
き
た
」「
近
代
の
動
き
の
原
動

力
」
で
あ
る

二
五

。
し
か
し
、「
時
代
は
変
わ
り
、
無
自
覚
に
否
定
性

を
否
定
す
る
、
単
に
肯
定
的
な
気
分
が
社
会
に
支
配
的
に
な
る
」

に
つ
れ
、「
従
来
通
り
の
い
わ
ば
近
代
的
な
紋
切
り
型
の「
否
定
性
」

に
立
つ
限
り
、
文
学
に
先
は
な
い
と
い
う
主
張
が
、
こ
の
あ
と
、

日
本
の
文
学
世
界
で
は
主
流
と
な
っ
て
い
く
」。
そ
こ
で
生
ま
れ

た
の
が
「
否
定
性
の
否
定
」
で
あ
る
。 

 

村
上
の
デ
ビ
ュ
ー
作『
風
の
歌
を
聴
け
』に
は
、「
鼠
」と
い
う
、

否
定
性
を
象
徴
す
る
人
物
が
登
場
す
る
が
、
彼
の
抱
え
る
否
定
性

は
も
は
や
過
去
の
異
物
で
あ
る
た
め
、
少
し
ず
つ
時
代
か
ら
取
り

残
さ
れ
、
没
落
し
て
い
く
。
ま
さ
に
「
否
定
性
」
が
「
否
定
」
さ

れ
て
い
る
。
加
藤
は
、
こ
の
「
鼠
」
が
没
落
し
て
い
く
様
を
見
送

る
主
人
公
の
「
僕
」
と
、
作
家
自
身
の
ま
な
ざ
し
に
は
「
悲
哀
の

感
情
」
が
こ
も
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
悲
哀
の

感
情
」
こ
そ
が
、
同
時
代
の
「
否
定
性
の
否
定
」
を
基
調
と
し
た

他
の
文
学
作
品
と
の
差
異
で
あ
り
、
村
上
春
樹
の
文
学
の
特
色
で

あ
る
、
と
も
。 

『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
六
年
後
に
書
か
れ
た
『
世
界
の
終
り

と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
で
は
、
こ
の
「
否
定

性
の
否
定
」
や
「
悲
哀
の
感
情
」
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
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る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
変
遷
か
ら
、
作
家
自
身
の
変
化
を
見
て
取

り
た
い
。 

『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
に

登
場
す
る「
影
」は
、間
違
っ
て
い
る
世
界
を「
間
違
っ
て
い
る
」

と
主
張
し
、
そ
こ
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
点
で
、「
鼠
」
同
様
、

否
定
性
そ
の
も
の
と
言
え
る
。村
上
は
、本
作
の
結
末
に
お
い
て
、

そ
ん
な
「
影
」
を
死
な
せ
る
こ
と
な
く
、「
君
の
こ
と
は
忘
れ
な
い

よ
」
と
悲
哀
を
も
っ
て
そ
の
う
し
ろ
姿
を
見
送
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作

『
風
の
歌
を
聴
け
』
に
表
れ
て
い
た
、
否
定
性
に
対
す
る
同
情
的

な
姿
勢
は
未
だ
健
在
で
あ
る
。 

一
方
で
、
そ
こ
に
は
変
化
も
あ
る
。 

『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
「
僕
」
が
否
定
性
を
捨
て
て
新
し
い
時

代
の
肯
定
的
な
空
気
感
に
染
ま
っ
て
い
っ
た
の
は
、
時
代
の
潮
流

に
「
流
さ
れ
る
ま
ま
」
の
感
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
世
界
の
終
り

と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
「
僕
」
は
、
自
ら

の
責
任
感
に
基
づ
い
て
明
確
に
、
否
定
（「
影
」）
を
否
定
す
る
こ

と
を
選
択
し
て
い
る
。
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
「
僕
」
の
決
意
は
、

「
影
」の
主
張
の
絶
対
的
な
正
し
さ
を
押
し
返
す
ほ
ど
に
、強
く
、

重
い
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
は
、
こ
の
作
品
が
、〈
終
わ

り
〉
を
描
い
た
『
風
の
歌
を
聴
け
』
と
は
異
な
り
、〈
終
わ
り
の
後

( 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン) 

〉
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
、
時
代
の
潮
流
に
流
さ
れ

る
ま
ま
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
加
藤
典
洋
が
言
う
よ
う
な
「
自
分
に

よ
る
閉
塞
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

社
会
に
お
い
て
は
、
間
違
っ
た
こ
と
を
「
間
違
っ
て
い
る
」
と
否

定
す
る
だ
け
の
単
純
な
否
定
性
は
「
わ
た
し
達
の
生
き
る
足
場
に

は
な
り
得
な
い
」
の
が
、
こ
の
時
代
の
難
し
さ
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
流
さ
れ
る
ま
ま
妥
協
で
「
世
界
の
終
り
」
に
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
、「
影
」
の
古
い
論
理
に
従
い
「
世
界
の
終
り
」
か
ら
脱
出
す

る
こ
と
、
ど
ち
ら
の
選
択
肢
を
選
ん
で
も
、
そ
こ
に
新
た
な
文
学

的
達
成
は
な
い
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
進
退
窮
ま
る
状
況
の
な
か
で
も
、
村
上

は
立
ち
向
か
い
続
け
る
。
本
論
の
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
村

上
が
打
ち
立
て
た
の
は
、
一
度
「
世
界
の
終
り
」
に
留
ま
り
、
そ

こ
で
失
わ
れ
た
も
の(

＝
他
者
と
の
心
の
つ
な
が
り)

を
取
り
戻
し
、

一
方
で
は
失
わ
れ
た
も
の(

＝
「
影
」)

に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い

時
代
を
生
き
抜
く
だ
け
の
力
を
蓄
え
て
か
ら
、
現
実
世
界
「
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
へ
と
再
生
す
る
、
と
い
う
第

三
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
影
」
は
、「
僕
」
か
ら
失
わ
れ

て
し
ま
う
が
、「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
博
士

が
、「
進
化
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。進
化
は
常
に
つ

ら
く
、
そ
し
て
さ
び
し
い
。
楽
し
い
進
化
と
い
う
も
の
は
あ
り
え

ん
で
す(5)

」
と
言
う
よ
う
に
、「
影
」
と
の
別
れ
は
、
必
ず
し
も

退
化
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。「
僕(

私)

」
と
村
上
は
、
つ
ら

く
、
さ
び
し
い
進
化
の
道
を
往
く
。 

『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
六
年
、
時
代
が
混
迷
を
極
め
る
と
と

り)

を
取
り
戻
し
、
ま
た
、
自
ら
の
「
影
」
と
の
つ
な
が
り
を
修
復

す
る
（
ち
な
み
に
、「
影
」
と
の
和
解
を
可
能
に
し
た
の
も
ま
た
、

「
私
」
と
博
士
の
孫
娘
・
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
女
性
と
の
間
に
あ
る

つ
な
が
り
で
あ
っ
た
）。
加
茂
い
づ
み
は
、「「
影
」
と
い
う
自
分
の

中
の
異
質
な
存
在
を
、
簡
単
に
切
り
捨
て
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

統
合
を
は
か
る
」
こ
の
心
的
作
業
を
経
て
、「「
僕
」
は
ま
す
ま
す

自
分
ら
し
い「
僕
」に
な
る
、つ
ま
り
ユ
ン
グ
の
い
う「
個
性
化
」

の
道
を
辿
っ
て
ゆ
く
」
と
述
べ
て
い
る

二
四

。 

そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
「
世
界
の
終
り
」
の
な
か
で
成
長
し

た
「
僕
」
は
、
博
士
の
孫
娘
の
手
に
よ
っ
て
、「
私
」
と
し
て
再
び

「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
よ
み
が
え
る
。
こ

の
「
私
」
は
も
は
や
以
前
の
「
私
」
で
は
な
い
。
他
者
と
の
つ
な

が
り
を
獲
得
し
、「
個
性
化
」
を
果
た
し
、「
自
分
に
よ
る
閉
塞
」

を
受
け
入
れ
、
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
「
私
」
が
、
そ
こ
に
い
る
。 

 

六六
、、
作作
家家
のの
進進
化化
・・
総総
括括  

 
 

村
上
春
樹
の
初
期
作
品
群
を
は
じ
め
と
し
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

期
の
文
学
作
品
は
、「
否
定
性
の
否
定
」に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。

「
否
定
性
の
否
定
」
と
は
、
そ
も
そ
も
、
否
定
性
と
は
何
か
。
加

藤
典
洋
曰
く
、否
定
性
と
は
、「
国
家
な
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
、

富
者
な
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
、
現
在
の
社
会
を
構
成
し
て
い

る
理
不
尽
な
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
、
世
の
中
の
不
合
理
を
正

当
化
す
る
権
威
と
権
力
と
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
」、「
こ
の
否

定
性
が
、
身
分
制
を
倒
し
、
近
代
社
会
を
実
現
し
、
こ
れ
を
よ
り

民
主
的
な
社
会
へ
と
推
進
さ
せ
て
き
た
」「
近
代
の
動
き
の
原
動

力
」
で
あ
る

二
五

。
し
か
し
、「
時
代
は
変
わ
り
、
無
自
覚
に
否
定
性

を
否
定
す
る
、
単
に
肯
定
的
な
気
分
が
社
会
に
支
配
的
に
な
る
」

に
つ
れ
、「
従
来
通
り
の
い
わ
ば
近
代
的
な
紋
切
り
型
の「
否
定
性
」

に
立
つ
限
り
、
文
学
に
先
は
な
い
と
い
う
主
張
が
、
こ
の
あ
と
、

日
本
の
文
学
世
界
で
は
主
流
と
な
っ
て
い
く
」。
そ
こ
で
生
ま
れ

た
の
が
「
否
定
性
の
否
定
」
で
あ
る
。 

 

村
上
の
デ
ビ
ュ
ー
作『
風
の
歌
を
聴
け
』に
は
、「
鼠
」と
い
う
、

否
定
性
を
象
徴
す
る
人
物
が
登
場
す
る
が
、
彼
の
抱
え
る
否
定
性

は
も
は
や
過
去
の
異
物
で
あ
る
た
め
、
少
し
ず
つ
時
代
か
ら
取
り

残
さ
れ
、
没
落
し
て
い
く
。
ま
さ
に
「
否
定
性
」
が
「
否
定
」
さ

れ
て
い
る
。
加
藤
は
、
こ
の
「
鼠
」
が
没
落
し
て
い
く
様
を
見
送

る
主
人
公
の
「
僕
」
と
、
作
家
自
身
の
ま
な
ざ
し
に
は
「
悲
哀
の

感
情
」
が
こ
も
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
悲
哀
の

感
情
」
こ
そ
が
、
同
時
代
の
「
否
定
性
の
否
定
」
を
基
調
と
し
た

他
の
文
学
作
品
と
の
差
異
で
あ
り
、
村
上
春
樹
の
文
学
の
特
色
で

あ
る
、
と
も
。 

『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
六
年
後
に
書
か
れ
た
『
世
界
の
終
り

と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
で
は
、
こ
の
「
否
定

性
の
否
定
」
や
「
悲
哀
の
感
情
」
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
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九
八
〇
年
九
月
号
、
文
芸
春
秋
社
） 

一
六 

注
六
参
照 

一
七 

関
谷
真
宏「『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
』
論 

―
―

壁
を
通
り
抜
け
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト―

―

」

（『
近
代
文
学
研
究
と
資
料. 

第
二
次
』
三
巻
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
千
葉
・
金
井
研
究
室
、
二
○
○
九
年
三
月
） 

一
八 

遠
藤
伸
治
「
村
上
春
樹
「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
論 

―
―

〈
世
界
〉
の
再
編
の
た
め
に

―
―

」（『
近
代
文
学
試
論
』
二
十
八
巻
、
広
島
大
学
近
代
文
学
研

究
会
、
一
九
九
○
年
十
二
月
） 

十
九 

注
五
参
照  

二
十 

注
一
八
参
照  

二
一 

注
十
参
照  

二
二 

注
九
参
照  

二
三 

注
四
参
照 

二
四 

注
八
参
照 

二
五 

加
藤
典
洋
『
村
上
春
樹
は
、
む
ず
か
し
い
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
） 

二
六 

注
二
五
参
照 

も
に
、
作
品
に
表
れ
る
村
上
春
樹
の
姿
勢
は
、
段
々
と
時
代
に
対

し
て
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
が
滅
び
ゆ
く
者
た
ち

（
＝
「
鼠
」「
影
」）
へ
と
向
け
る
悲
哀
の
情
も
、
一
向
に
衰
え
て

は
い
な
い
。「
影
」と
い
う
否
定
性
を
死
な
せ
な
か
っ
た
の
も
、「
忘

れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
贈
る
の
も
、
村
上
の
「
悲
哀
の
ま
な
ざ

し
」
で
あ
り
、
優
し
さ
の
表
れ
で
あ
る
。
村
上
春
樹
は
、
加
藤
が

言
う
よ
う
な
「
戦
う
小
説
家
」
と
し
て
の
姿
勢
を
よ
り
一
層
強
め

な
が
ら
も
、
優
し
い
小
説
家
で
あ
り
続
け
て
い
る

二
六

。 
 

【
注
】 

一 

村
上
春
樹
・
川
本
三
郎
「「
物
語
」
の
た
め
の
冒
険
」（『
文
學

界
』
３
９
巻
８
号
、
文
芸
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
八
月
） 

二 

注
一
参
照 

三 

村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド 

新
装
版(

上
下)

』（
新
潮
社
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）
本
文

か
ら
の
引
用
は
、
文
末
に
章
を
記
し
た
。
括
弧
内
の
数
字
が
章
番

号
。 

四 

柴
田
勝
二
「〈
終
わ
り
の
後
〉
の
物
語 ―

『
世
界
の
終
り
と

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
批
判
」

（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
７
７
号
、
東
京
外
国
語
大
学
、
二
〇

〇
八
年
十
二
月
） 

五 

加
藤
典
洋
『
村
上
春
樹 

イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
１
』(

幻
冬
舎
、

二
○
○
六
年
八
月) 

六 

黒
古
一
夫
『
村
上
春
樹 

「
喪
失
」
の
物
語
か
ら
「
転
換
」
の

物
語
へ
』（
勉
誠
出
版
、
二
○
○
七
年
十
月
） 

七 

注
五
参
照 

八 

竹
田
青
嗣
「〈
世
界
〉
の
輪
郭 ―

村
上
春
樹
、
島
田
雅
彦
を

中
心
に
」(

『
文
學
界
』
４
０
巻
１
０
号
、
文
芸
春
秋
社
、
一
九
八

六
年
十
月) 

九 

注
四
参
照 

十 

加
茂
い
づ
み
「
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
研
究 ―

「
忘
れ
な
い
」
と
言
う
〈
僕
〉、

「
好
き
」
と
言
わ
れ
た
〈
僕
〉―

」（『
日
本
文
學
』
１
０
７
巻
、

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學
研
究
會
、
二
○
一
一
年
三
月
） 

一
一 

樋
口
智
子
「
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
論 ―

初
期
三
部
作
か
ら
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森
』
へ―

 

《
僕
》
の
進
化
の
物
語
」（『
国
文
』
１
０
９
巻
、
お

茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
○
○
八
年
七
月
） 

一
二 

半
田
淳
子
『
村
上
春
樹
、
夏
目
漱
石
と
出
会
う 

日
本
の

モ
ダ
ン
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』（
若
草
書
房
、
二
○
〇
七
年
四
月
） 

一
三 

注
十
参
照 

 

一
四 

山
根
由
美
恵
「
村
上
春
樹
「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ

ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
論 

―
―

〈
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
〉
の
世
界

―
―

」（『
日
本
文
学
』
五
十
巻
九
号
、
日
本
文
学
協
会
、
二
○
○

一
年
） 

一
五 
村
上
春
樹
『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』（『
文
學
界
』
一
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九
八
〇
年
九
月
号
、
文
芸
春
秋
社
） 

一
六 
注
六
参
照 

一
七 
関
谷
真
宏「『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
』
論 

―
―

壁
を
通
り
抜
け
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト―

―

」

（『
近
代
文
学
研
究
と
資
料. 

第
二
次
』
三
巻
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
千
葉
・
金
井
研
究
室
、
二
○
○
九
年
三
月
） 

一
八 

遠
藤
伸
治
「
村
上
春
樹
「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
論 

―
―

〈
世
界
〉
の
再
編
の
た
め
に

―
―

」（『
近
代
文
学
試
論
』
二
十
八
巻
、
広
島
大
学
近
代
文
学
研

究
会
、
一
九
九
○
年
十
二
月
） 

十
九 

注
五
参
照  

二
十 

注
一
八
参
照  

二
一 

注
十
参
照  

二
二 

注
九
参
照  

二
三 

注
四
参
照 

二
四 

注
八
参
照 

二
五 

加
藤
典
洋
『
村
上
春
樹
は
、
む
ず
か
し
い
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
） 

二
六 

注
二
五
参
照 

も
に
、
作
品
に
表
れ
る
村
上
春
樹
の
姿
勢
は
、
段
々
と
時
代
に
対

し
て
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
が
滅
び
ゆ
く
者
た
ち

（
＝
「
鼠
」「
影
」）
へ
と
向
け
る
悲
哀
の
情
も
、
一
向
に
衰
え
て

は
い
な
い
。「
影
」と
い
う
否
定
性
を
死
な
せ
な
か
っ
た
の
も
、「
忘

れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
贈
る
の
も
、
村
上
の
「
悲
哀
の
ま
な
ざ

し
」
で
あ
り
、
優
し
さ
の
表
れ
で
あ
る
。
村
上
春
樹
は
、
加
藤
が

言
う
よ
う
な
「
戦
う
小
説
家
」
と
し
て
の
姿
勢
を
よ
り
一
層
強
め

な
が
ら
も
、
優
し
い
小
説
家
で
あ
り
続
け
て
い
る

二
六

。 
 

【
注
】 

一 

村
上
春
樹
・
川
本
三
郎
「「
物
語
」
の
た
め
の
冒
険
」（『
文
學

界
』
３
９
巻
８
号
、
文
芸
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
八
月
） 

二 

注
一
参
照 

三 

村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド 

新
装
版(

上
下)

』（
新
潮
社
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）
本
文

か
ら
の
引
用
は
、
文
末
に
章
を
記
し
た
。
括
弧
内
の
数
字
が
章
番

号
。 

四 

柴
田
勝
二
「〈
終
わ
り
の
後
〉
の
物
語 ―

『
世
界
の
終
り
と

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
批
判
」

（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
７
７
号
、
東
京
外
国
語
大
学
、
二
〇

〇
八
年
十
二
月
） 

五 

加
藤
典
洋
『
村
上
春
樹 

イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
１
』(

幻
冬
舎
、

二
○
○
六
年
八
月) 

六 

黒
古
一
夫
『
村
上
春
樹 

「
喪
失
」
の
物
語
か
ら
「
転
換
」
の

物
語
へ
』（
勉
誠
出
版
、
二
○
○
七
年
十
月
） 

七 

注
五
参
照 

八 

竹
田
青
嗣
「〈
世
界
〉
の
輪
郭 ―

村
上
春
樹
、
島
田
雅
彦
を

中
心
に
」(

『
文
學
界
』
４
０
巻
１
０
号
、
文
芸
春
秋
社
、
一
九
八

六
年
十
月) 

九 

注
四
参
照 

十 

加
茂
い
づ
み
「
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
研
究 ―

「
忘
れ
な
い
」
と
言
う
〈
僕
〉、

「
好
き
」
と
言
わ
れ
た
〈
僕
〉―

」（『
日
本
文
學
』
１
０
７
巻
、

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學
研
究
會
、
二
○
一
一
年
三
月
） 

一
一 

樋
口
智
子
「
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
論 ―

初
期
三
部
作
か
ら
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森
』
へ―

 

《
僕
》
の
進
化
の
物
語
」（『
国
文
』
１
０
９
巻
、
お

茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
○
○
八
年
七
月
） 

一
二 

半
田
淳
子
『
村
上
春
樹
、
夏
目
漱
石
と
出
会
う 

日
本
の

モ
ダ
ン
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』（
若
草
書
房
、
二
○
〇
七
年
四
月
） 

一
三 

注
十
参
照 

 

一
四 

山
根
由
美
恵
「
村
上
春
樹
「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ

ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
論 

―
―

〈
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
〉
の
世
界

―
―

」（『
日
本
文
学
』
五
十
巻
九
号
、
日
本
文
学
協
会
、
二
○
○

一
年
） 

一
五 

村
上
春
樹
『
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
』（『
文
學
界
』
一
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